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昭和軽薄体 と新言文一致体
佐 竹 秀 雄
1 .(まじめに
昨年度の『言語文化研究所年報』第3号において、筆者は、新言文一致体
と呼ぶ文体を数量的に分析した (文献 1)。
新言文一致体というのは、近年の若者が好んで書く文体で、仲間に向かっ
て思ったまま感 じたまま話しかけるような調子で書く文章のスタイルをさす。
それらは、若者雑誌への投稿、ラジオ番組への投書、友達への手紙やメモ、
あるいは、観光地などに置かれている感想ノートの文章に多く見られるほか、
ジュニア小説そのものの文体もその仲間に入るものであった。
新言文一致体の具体的な例を挙げれば、次のようなものである。
私は高校2年生の女の子。親友のC子とつまんないケンカしちゃったん
だ。C子は、私がC子の彼のこと、スキだろうって……。ったく、ジョ、
ジョーダンじゃないよっっ! そんなことずぇったいないのに。C子っ
たらうたがってるの。あ、でも、ホントはピンポーンだった りして。
読み手に向かって話しかけるように書いているため、書きことばであるに
もかかわらず、話しことばの特徴が見られる。たとえば、流行語や俗語が多
く使われたり、文末を言いさしの形のまま終わったり、言いまちがいや言い
直しのような形が使われたりする。
文献 1では、そうした話しことばの特徴が見られる新言文一致体が、数量
的な分析によって、実際の話しことばそのものに想像以上に近いものである
ことを明らかにした。
2.本論の目的
それでは、新言文一致体とは、そもそもどのようなきっかけで出現し、ど
のような経緯をたどってきたものなのであろうか。残念ながら、これに対す
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る明確な解答は用意できていない。
ただし、ある程度の推測は可能である。新言文一致体は十五、六年前ごろ
から顕著になりはじめたのであるが、そのころの若者の生活史をたどると、
新言文一致体が生まれた背景が見えてくるからである。
彼らは学校の作文教育で、「思った通 り感じたままに書きなさい」という
指導を受ける。材料を練 りLげて文章を構築することより、自己の主体性と
感受性を重視して率直に表現することが大事だと教えられる。また、当時、
ラジオではディスクジョッキー番組の人気が高く、そこでは、話しことばの
調子で投書のはがきが読み上げられる。そうした状況の中で、若者たちは、
見たこと感じたことをそのまま話しことばの日調で書く方法を学んだ。
その後、若者雑誌が、新言文一致体の文章を用いて、若者の心をつかんだ。
仲間相手に語 りかける文体は、若者をターゲットとして展開していく雑誌に
はビッタリのことばであったろう。これによって、新言文一致体は活字と
なって広がり、当たり前の文体として認知されたのである。
さらに、そのころ読者に語 りかけるような文体を書く文筆家が何人か現れ
た。それらの人たちの文章は、相対的に若者に人気があり、若者たちは当然
その文章の影響を受けたはずである。ここに、相手に向かって話しかける調
子で書く新言文一致体は、若者の間で “カッコイイ"文体としてますます一
般化に拍車がかかったのではないかと思われる。
読者に語 りかけるような文章を書いた文筆家としては、東海林さだお、嵐
山光三郎、高橋章子などがいたが、そ うした中で、若者にとりわけ人気の
あったのが椎名誠である。彼の文章は、昭和軽薄体と名付けられるほどにユ
ニークなものであり、その文体そのものが、文章の内容のユニークさとあい
まって、多くの特に若い読者をひきつけた。
そこで、この論では、新言文一致体に影響を与えたと思われる昭和軽薄体
を分析するとともに、それと新言文一致体とが、どの程度の共通性をもつか
を検証してみようと思う。どういう点で共通し、どういう点で違うのかを分
析することによって、昭和軽薄体による影響力がある程度は明らかになるの
ではないかと期待される。
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3.椎名誠の文体
椎名誠の文体は、一般に昭和軽薄体と言われているが、実はそれだけでは
ない。デビュー以来、エッセイ、小説、評論など多くの仕事を手がける中で、
その文体は変化してきており、椎名の文体すべてが昭和軽薄体だと決めつけ
るのは事実に反する。
そこで、椎名のいくつかの文章を取 り上げて、その文体の変化と、その言
語要素の量的な異同を調べてみようと思う。それによって、昭和軽薄体の本
質的な性格を浮かび上がらせることができると考えるからである。
椎名は19“年、東京生まれで、実質的なデビュー作品が『さらば国分寺書
店のオババ』(1%9年)である。それまでの他のエッセイとはやや違った型破
りな作品で、「スーパーエッセイ」などと名付けられた。
一 一 一 一
『
さ ら ば 国 分 寺 書 店
の オ
バ バ
』
よ り
‐
一 一 一 一
―
たとえばあの「業務連絡」のなかで語られている七〇三Tとか二〇九
Tといった数字と記号は、 じつは複雑に組みあわされた暗号による「本
日の夜食のおしらせ」であり、
「本日一九時のかき玉ごはんといんげんの甘から煮は、いなりずしとミ
ツバのおしたしに変わ りました」と言っているのかもしれないのである。
すくなくとも、いま我々は誰もそのことを明確に否定する材料および
証拠というものを何も持っていないのである。
そうなると、ヒトはにわかにおよび腰となり、ま、いいじゃないの、
そんなバカなことあるわけないじゃないの、ま、いいからもういっばい
いこいこ、というようなきわめて怠惰であいまいな昭和末期のうず くま
り根性むきだしの姿勢というものをみせてくる場合が多い。
そして、 じつにこの圧倒的な無関心さこそ、我々の側におけるもっと
も恐怖すべき、若年性糖尿病的もうわしらはどうなってもいいんだもん
ね的不安と危惧をきびしくかたちづ くっていく大きな原因になっている
のではないか― と思うのである。
つづいて椎名は、『わしらは怪しい探検隊』(1%0年)、『哀愁の町に霧が降
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るのだ』(1%1～82年)などで、自分の身辺のできごとをこまごまと、かつ、
独特の文体でオーバーに語る作品を発表。その特異な文体は、昭和軽薄体と
呼ばれるようになった。
その後、多くのエッセイや紀行文ふうの作品を発表 していくが、やがて初
めての私小説『岳物語』(1985年)を書く。息子・岳とのかかわりあいを通 じ
て、子の規離れ、親の子離れが語られる。作家・椎名誠のターニングポイン
トとなった作品だとの評もある。
『岳物語』より‐――一一一一
私の息子の名前は岳という。両親ともに山登 りが好きだったので、山
岳の岳というのを名前にしたんだよ、と、本人にはじめて教えてやった
のは保育園に通っている頃であった。
「ふ―ん、そうかあ」
と、息子はたいして面白くもなさそうな顔ですこしだけうなずいてみ
せた。
私はあまり稼ぎのよくないよろず雑文書きというような仕事を自宅で
やっており、妻は息子の行っているところとは別の保育園で保母をして
いた。保母というのは朝出かけるのが実に早 く、七時までには家を出て
しまうので、必然的に保育園に子供を預けに行った り引きとりに行 くの
は私の仕事であった。
保育園というのは子供たちにとってはその時期の人生すべて、という
ようなところで、ひとたび園庭に入ると、もう親の呼ぶ声などまるで耳
に入らなくなってしまうほどのヨロコビとコーフンに満ちた世界になっ
ている。
椎名はこのほか私小説としては、『続 岳物語』(1986年)、『菜の花物語』
(1%7年)などを書いている。その後も多くの作品を発表しているが、その
中でやや評論ふうのエッセイがある。それが『活字のサーカス』(1%7年)で
ある。さまざまな分野のおもしろい本を、やはり彼独特のユニークな視点か
ら紹介しているものである。これは、昭和軽薄体と呼ばれたエッセイ類とは、
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かなり文体が異なっていると思われる。
「
一―――一『活字のサーカス』よリーーーーーーーーーーー ~ー~
何の予備知識もなしに、書店でふいに出会った一冊の本を、いきなり
すぐ買ってしまう、ということが何力月かに一度ある。
本の題名とか、全体の装丁のつくり、とか手ざわり形であるとか、ど
れがどうであったから、ということは具体的にうまく言えないのだが、
一瞬そいつを眺めたとたんに「あっこれは読むべき本だ」と思ってしま
う、のである。
『夢 うつつの図鑑』(吉田直哉著、文褻春秋)はそんな本のひとつだっ
た。
西武線小平駅前の小さな書店でこれを見つけ、そのまま電車の中で読
んでいった。やはりぼくの直感細胞が「いけっ !」 と素早く反応したと
おり、非常に面白い本だった。のっけにライアル・フトソンとサナダ虫
の話が出てくるのだからたまらない。
ライアル・フトツンはイギリスの異色生物学者で『風の博物誌』『生
命潮流』『ァースワークス』『スーパー・ネイチュア』など骨太の面白科
学本をいろいろ出している。
以上、椎名の作品の大まかな流れを見てきた。これによると、初期の作品
が昭和軽薄体と呼ばれるものであり、その後、私小説を書くようになり、ま
た他方で、評諭ふうの仕事もしてきている。そうした内容的に変化した作品
を比べて、文体の変化を調べてみよう。昭和軽薄体を中心に、それとはやや
異質な文章の作品を取り上げることにする。
4.三つの作品の比較
取り上げる三つの作品とは、上に、例文を示した作品、
A 『さらば国分寺書店のオババ』(情報センター出版局、1舒9年)
B 『岳物語』(集英社、1985年)
C 『活字のサーカス』(岩波新書、1鶉7年)
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である。このうち、Aが昭和軽薄体の共型的なものと言われている。
これらについて、計量的な観点から分析を加えることにする。
まず、それぞれの作品から、無作為抽出によって80文を取 り出し、それを
調査対象とした。そして、次に掲げた項目の数値を求めた。なお、単語に分
解するにあたっての単位は、国立国語研究所の語彙調査の長単位に近いもの
である。
名詞の比率/MVR/漢語の比率/指示語の比率/文の長さ/接続詞を
もつ文の比率/文末が現在止めの比率/引用文の比率/表情語の比率/
色彩語の比率/のだ。のである文の数
これらの項目は、文体を計量的にとらえるために有効な尺度と考えられるも
ので、樺島忠夫・寿岳章子『文体の科学』(文献2)で提案されている尺度で
ある。ただし、最後の「のだ・のである文の数」は、今回特に取り上げたも
のである。それは、「のだ。のである」が椎名の文章の文末に非常に頻繁に現
れ、昭和軽薄体の特徴の一つと言われていることによる。
その結果を、表 1に示す。
表1 三作品の比較
A さらば… B 岳物語 C 活字の
名  詞(%)
M V R
漢  語(%)
指 示 語(%)
文 長(文節)
接続詞文(%)
現在止め(%)
引 用 文(%)
表 情 語(‰)
色 彩 語(‰)
のだ 。のである(文)
42.2
69.2
22.8
5.9
20.0
27.5
81.6
19.5
18.2
0.6
29
47.6
57.6
15.6
4.3
13.5
15.0
16.5
23.5
15.8
7.4
5
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48.9
48.8
26.9
4.0
15.0
12.5
66.3
9.5
5.0
1.6
21
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三つの作品を比べると、名詞の比率では、Aが他に比べてやや低い。MV
R〕は、A、 B、 Cの順にだんだん小さくなっており、漢語はC、 A、Bの順
になっている。指示語2)、 文の長さ、接続詞文に関しては、いずれもAが他に
比べて大きい値をとっている。現在止めの文はBが小さく、引用文と表情語
')ではCが小さく、色彩語はBが大きくなっている。のだ 。のである文につ
いては、Bだけが少ない。
以上から、昭和軽薄体の典型であるAがB、 Cとかけ離れた数値を示して
いる項目として挙げることができるのは、名詞、MVR、指示語、文の長さ、
接続詞文である。しかし、だからといって、それらの項目こそが昭和軽薄体
の特徴を示すものだと速断することはできない。
なぜなら、BやCも同じ椎名の作品であり、そこにも昭和軽薄体の要素が
残っている可能性があるからである。たとえば、のだ 。のである文は、一般
に昭和軽薄体の特徴の一つだと言われている。にもかかわらず、のだ 。ので
ある文の数は、AだけでなくCの値も大きい。そこで、Cにも昭和軽薄体の
傾向が残っていると考えれば矛盾はしない。したがって、Aの値が大きいも
のは昭和軽薄体の特徴を示す要素であろうが、その大きさの判定を、B、 C
との比較だけで行うわけにはいかない。
そこで、他の作家の作品と比較することを考えてみる。ややデータが古い
が、先の文献2に100人の小説の文体について、言語要素の統計的数値を調
査したものがある。有名作家100人に一人1作品、合計100の文章を調査対象
として、先の名詞比率、MVRなどの尺度の平均値、標準偏差などを集計し
ている。そして、集計結果をもとにそれぞれのえ度について、多い少ないの
評価基準を示している。それを表2として引用する。
1)MVR=(形容詞+ 容動詞+副詞+連体詞の数)/(動詞の数)によって求めら
れるもので、その文章がありさまを描写しているか、動きを描写しているかをと
らえるのに有効な尺度である。ありさまを描写している場合は、MVRの値が大
きくなり、動きを描写している場合はMVRが小さくなる傾向がある。
2)コンア系のことば.コレ・ソレ・アノ・ソノ・コンナ・アンナなど。
3)擬音・擬態語など.ジット・ソットなどは含む。チョット・スッカリは除く。
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評   語  極めて小   小   普通
30%以下 10%以下
t fiDr*
出 現 率  10%以下 30%以下
名 詞 %
MVR
字音語%
指示語%
文の長さ
接続詞をもつ文%
現在止%
引用文%
表情語‰
色彩語‰
45
34
13
2.1
7
3
3
1
0.4
//
54
55
26
5.0
14
21
47
3()
13.5
7.5
表2 100作品の文章における5段階評価
この表の見方を名詞の比率で説明しよう。たとえば名詞の比率が45%以下
の作品は、出現率が10%以下であった。つまり、名詞が45%以下の小説は全
体の1割もないということである。同様にして、名詞比率お%以下の作品は
出現率が∞%以下だから、名詞比率が45～慇%の間の作品は、 2割ぐらいに
なる。逆に多いほうは、56%以上が1割、54～56%が2割となる。そして、
残りの
“
～54%の作品は4割ぐらいあるという勘定になる。
つまり、名詞の比率の多少について5段階の評価を示しているのである。
名詞の比率が48～54%の間の数値をとる作品が、ごく平均的な姿で普通だと
いうことである。そして、名詞が
“
%以下というのは、名詞の使い方がきわ
めて少ない作品で、
“
%以上というのは名詞のきわめて多い作品であること
を示している。
この評価基準を利用して、椎名の二作品を位置づける。表1に示した、二
作品A、 B、 Cの名詞比率やMVRなどの項目値を、表2の5段階評価の表
-8-
慇
41
16
2.8
9
7
13
8
3.5
1.0
56
65
31
6.0
18
27
76
70
24.5
17.0
昭和軽薄体と新言文一致体
の中に当てはめて位置づける。その結果が図1である。左のほうか小で、右
が大を示す波線上に、A、 B、 Cのおおよその関係を示している。
図1 椎名の三作品の位置づけ
この結果を見ると、Aの位置の多くが左と右にかたよっていることがわか
る。すなわち、Aの値が普通の文章からかけはなれていることを示している。
三作品だけの比較で、Aが特殊な値をとっていたのは、名詞、MVR、指示
語、文の長さ、接続詞文の項目であった。しかし、一般の作家と比較すると、
① 名詞、MVR、文の長さ、接続詞文、現在止め
の項目が極端な値を示していることがわかる。また、
② 指示語、表情語の多さ、色彩語の少なさ
も普通ではないということになる。そして、Aに比べれば、B、 Cは比較的
普通の文章であった。
もっとも、この文献2の評価基準は小説を対象にしており、椎名の文章A、
cはエッセイである。その点を考慮に入れなければいけないが、それにして
も、Aに関する数値は、かなり異常で、昭和軽薄体と言われるだけのことは
あると首肯できよう。
極めて小 1 小 大  :極めて大普通
A
c -*,.- B .-.* A
B― A^一C
B―C―～―^^～―^～―
C3__……ヽ‐―――‐A
B *.-- ^^^.'- c -i*A
c―AB
C――～ ～一B
A......, C .^,* B
名  詞
M VR
漢  語
指 示 語
文の長さ
接続詞文
現在止め
引 用 文
表 情 語
色 彩 語
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5.昭和軽薄体の本質
この極端な数値を示している項目 (前節の①と②の項目)を中心に、昭和
軽薄体のありようを分析してみると、次のようになろう。
①の項目「名詞、MVR、文の長さ、接続詞文、現在止め」から考える。
まず、名詞の比率が小さくてMVRの値が大きい。このことは、ありさま
を中心に述べている文章であることを示している。文章で何かを述べる場合、
だれがどうした、何がどうなった、というような動きを述べるものと、その
場の状況やようすがどんなふうであるか、どのようだと、ありさま、ようす
を述べる場合とがありうる。MVRが大きいのは、形容詞、形容動詞、副詞、
連体詞など、修飾語として使われやすい語が多いわけで、ありさま、ようす
を描写する表現が多いことを意味する。そして、こうした修飾の語が多いと、
その分、名詞の比率が小さくなるのである。
第二に、文の長さが長い。これは、おしゃべりな文章であることを示して
いる。いろいろと注釈を加え、あれこれと修飾語をかぶせて、長々とおしゃ
べりする。たとえば、次のような調子である。
しかしいずれにしても警察関係の場合は、これはやはり身内であるから
まだ気分的には安心していられるが、なかには山口組の大幹部あたりが
ドイツ製の前後変速一六段ギヤ付特殊硬質タイヤ、 リッパーリムジン型
.オートマチックブレー キ方式という超高級自転車に乗って、 しかしそこ
は当然無燈火でビャーンとすごいスピードで突っ走ってくる、という可
能性もまったくないとは言い切れなない。
第二に、接続詞をもつ文が多いが、これは何を意味するのだろうか。樺島
(文献2、 3)によれば、接続詞の多用は、以下のような理由から、説明的
な表現と結びつくという。
出来事を書き手が読者に伝えるとき、書き手が姿を見せずにあたかも読者
が出来事を直接体験していかのごとく述べる方法と、書き手が出来事と読者
の間に立って説明する方法とがある。前者が記述的な表現、後者が説明的な
表現である。そして、説明的な文章では、書き手が出来事や述べようとする
ことがらと読者との間に入って、書き手自身の態度を表そうとする。
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昭和軽薄体と新言文一致体
・天気がよい。山がよく見える。
・天気がよい。だから、山がよく見える。
で、前者が「天気がよい」、「山がよく見える」の二つの事実を羅列した記述
的な表現であるのに対して、後者は、書き手が二つの事実の間に因果関係を
認めて、それを説明している。つまり、「だから」という接続詞に書き手の態
度がこめられているのである。このように、説明的表現では接続詞を使うこ
とになりやすいという。
また、現在止めが多いことも、権名の場合は、説明的表現と関連がありそ
うである。すでに述べたように、昭和軽薄体は、のだ。のである文が一つの
特徴だと言われており、事実、Aにはそれが多かった。この「のだ」「のであ
る」という文末形式は、何かを説明するときに使われるもので、いわば説明
口調である。しかも、椎名の場合、「のだった」「のであった」という過去形
ではなく、現在の状況を解釈、説明するために「のだ」「のである」という現
在形で使われることが多い。その「のだ。のである」の文末の多さが、現在
止めの多さに影響を与えているようだ。
以上が、Aの昭和軽薄体が異常な数値を示した項目①の解釈である。次に
②の項目「指示語、表情語の多さ、色彩語の少なさ」について述べる。
指示語の多さは、これはおしゃべりと関係する。長々としゃべるときに、
文脈に頼った指示語が多ぐなるのは当然だろう。
表情語は、擬音、擬態語であり、それが多いことは感覚的な表現であるこ
とを意味する。見た感じ、聞こえた感じ、感覚的にとらえた印象を、概念化
して述べるのではなく、その感じや印象のままに接音語や擬態語で表現して
いるのである。
色彩語の少なさについては、十分なことはわからない。ありさま描写が多
いので、もう少し数値が大きくてもいいような気もする。サンプリング調査
でもあり、偶然の結果かもしれない。
以上の分析結果をまとめて言えば、昭和軽薄体は、「ありさま、ようすを感
覚的にとらえ、それを餞舌に説明的に表現する」文体ということになろう。
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6.昭和軽薄体と新言文一致体との比較
それでは、影響を及ぼしたと思える昭和軽薄体と、影響を受けた新言文一
致体とは、どの程度の共通点があるのだろうか。
比較する資料は、昭和軽薄体は、先のAの『さらば国分寺書店のおばば』
であり、新言文一致体のほうは、文献 1で報告したものと同じデータで、次
の通りである (くわしくは、文献 1参照)。
1.若者雑誌における投稿文 (1989年1月刊行の雑誌7誌に掲載された読
者投稿、70の文章対象に各文章から1文、計70文。)
2.「いわさきちひろ美術館」の感想ノート (1“9年9～10月分の一部、
22編を対象に、各文章から3文、計66文。)
3.ジュニア小説の作家へのファンレター (「ティーンズ文庫」の作家への
ファンレター40編を対象に便箋1枚ごとに1文、計68文。)
4.ジュニア小説 (「ティーンズ文庫」の作品5編、各1編から20文、計
1003て。)
これらの4種類の資料に関しても、椎名の作品に対して行ったのと同じ項
目を調査した。その結果を先の図1と同様にして、図2として示す。
図2 昭和軽薄体 (A)と新言文一致体 (1～4)
極めて′lヽ :  小 大  :極めて大
2 A -.*^r* 3 
-1 
4- 1
2*^,*'r-3*1^-i*A*4
4-^^…‐―■2‐3-1
3241A
A
14r*2*3:-A
4-213A
314-2-A
43‐21″^■W―～^ ――■A
1a4*2^^--q3*A
3～112^A4
名  詞
MVR
漢  語
指 示 語
文の長さ
接続詞文
現在止め
引 用 文
表 情 語
色 彩 語
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昭和軽薄体と新言文一致体
Aが昭和軽薄体である。 1～4は新言文一致体のデータで、数字は前ペー
ジの資料の番号と一致させている。
この図を見るかぎり、昭和軽薄体と新言文一致体とが近くに集中している
項目はほとんどない。色彩語を別にすれば、表情語、漢語、指示語がかろう
してやや近いと言えるぐらいである。色彩語は集中しているが、いずれも少
ない数であり、お互いに特に似ていると強調できるほどのものではない。
Aの昭和軽薄体が極端な値をとっている「名詞、MVR、文の長さ、接続詞
文、現在止め」では、それほど集中はしていない。ただ、名詞比率は普通か
ら少ないほうの範囲に、MVR、現在止めは普通から多いはうの範囲にまと
まってはいる。また、接続詞文の項目は、新言文一致体がすべて普通の範囲
内に位置している。しかし、この程度では、昭和軽薄体と新言文一致体とが
似ているとは言えまい。
そして、問題は文の長さである。昭和軽薄体が文の長さが長いのに対して、
新言文一致体は短く、まったく正反対の結果が見られる。これは、前者がと
りとめもなく次々としゃべる「饒舌」な文体であり、後者が日常の短い「会
話」に近い文体という違いが反映しているものと思われる。
この結果から言えることは、新言文一致体が、昭和軽薄体の文体をまねす
るような形で影響を受けたものではあるまいということである。影響を受け
たとすれば、文体の全体的なものではなく個別のものだと思われる。
それは、どういうものであろうか。
前節で、昭和軽薄体の本質が「ありさま、ようすを感覚的にとらえ、それ
を饒舌に説明的に表現する」文体であることが明らかになった。一方、新言
文一致体は「仲間に向かって思ったまま感じたまま話しかけるような調子で
書く」文体であり、話しことばに近いことがその特徴であった。
この両者に共通するものは、一つは感覚的、もう一つはおしゃべりという
点である。昭和軽薄体は、表現対象を感覚的にとらえるものであるし、新言
文一致体の思ったまま感じたまま書く文章もまた、論理的思考より感覚的に
とらえることが重視される。また、昭和軽薄体は饒舌なおしゃべりであり、
新言文一致体は、饒舌ではないが、現実のおしゃべりに近い。
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「感覚的」と「おしゃべ り」、これらが昭和軽薄体と新言文一致体を結ぶも
のではなかったか。昭和軽薄体で、椎名は「ずばばばああん」「ぶろろろお
ん」「たったったったっ」といった擬音語、擬態語を用いる。これらは、椎名
独自の感覚的な表現である。それを受けるかのように、新言文一致体では、
「ぎええええええっ″」「ずえったい」「ず うう～～っっっと」といった感覚
的な表現 (表記)が見られる。また、椎名は地の文の中で 「やってやろう
じゃないか」「～かもしんないけれど」などの話しことばを多用する。新言文
一致体では、「でも、え―とシナリオ'台本だっけな」「音っから、それ疑問
だったのよね」といった話しことばがごく普通である。
椎名が、話しことばを文章の中にもちこんだ表現法は、思ったままに感 じ
たままに書くことを求められていた若者たちには、身近に感 じるものであっ
たろう。そして、ユニークな感覚的表現は、魅力あるものであったと思われ
る。そこで、若者たちが「話しことば」要素をより強め、「感覚的」要素をと
り入れたことは十三分に考えられる。
昭和軽薄体が新言文一致体に影響を及ぼしたもの、それは文体そのもので
はなく、話しことば的な性格を強め、特異な感覚的表現をもちこみ伸展させ
た点にあったのである。
参考文献
文献 1
文献 2
文献 3
佐竹秀雄「新言文一致体の計量的分析」(『武庫川女子大学言語文化
研究所年報』第3号、1992年)
樺島忠夫・寿岳草子『文体の科学』(綜芸合、1%5年)
棒島忠夫『表現の解剖―続文章工学』(三省堂、19“年)
(本研究所助教授)
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武庫川女子大学言語文化研究所年報 第4号(1"2)
方 言復 権 の軌 跡
田 上  稔
1 問題のありか
大学院在学中、国語学の演習で、言葉の「規範性」が話題となったことが
あった。実体の掻みにくい、その議論の対象に、私なりに、興味を抱いたこ
とを記憶している。そのときの関心は、けれど、その時期に個人的に抱いて
いた「方言の復権」という狭陰な視点へと歪曲化を受ける。
かつて、方言は、恥ずかしいもの、駆逐されるべきもの、やがては「標準
語」にとってかわられるべきものであった。それが、いまや、かつての日陰
者の頃からは考えられないはどの市民権を得て、メディアを通して、私たち
の言語環境を日常的に満たしている。その、あまりな地位の変化が、どうい
う経緯で推し進められてきたのか、という素朴な興味を、まずは、満たして
みたかった。そして、更には、それが、どういう社会背景によって支えられ
てきたのか、までをも、個人的歪曲を与えてしまう以前の「規範性」の問題
に私なりに立ち帰るために、視野に置いておきたかった。
今回の、この報告では、1%5年(昭和30年)から1975年(昭和50年)まで
の新聞記事に、方言の復権の軌跡を辿ってみる。採用した記事は、紙面の都
合から、『朝日新聞』『毎日新聞』『読売新聞』の全国3紙のものを中心とし、
雑誌『言語生活』なども適宜用いることにした。そして、社会背景を伺うた
めの参照資料として、今回は「文字」施策の変遍を取り上げてみた。
2 日本語の規格化
1%5年(昭和30年)から1%5年(昭和40年)頃までは、まだまだ、方言は
忌み鎌われていた。様々なコミュニケーション障害が、新聞紙上に報告され
ている。
1%4年10月16日『朝日新聞」 「もの申す」欄
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世田谷の失業者から、渋谷の職業安定所の職員の態度が横柄だという
投書。
現場の係長が、「係員が東北出身だから」と「弁護」
1%4年11月15日『東京新聞』 野村胡堂氏「お国なまり」
「どんなにうまくマネても、自分の国のなまりをマネられた人たちは
きっと私と同じように腹をたてるだろう。」
事は、単なるコミュニケーション障害にとどまらず、事件・犯罪の要因とま
でなることもあった。
1954年月3日『毎日新聞』
日光で、広島と青森との高校生が∞人はど乱関して重軽傷者数名。日
光署の調べでは両高校生が宇都宮駅で顔を合わせたとき、言葉が方言
で通じなかったため感情的にもつれたことが、日光で再会して爆発し
たもの。
1960年7月m日『朝日新聞』 「言葉のナマリ笑われて刺す」
茨城県から東京に転校してきた高校生が茨城なまりを実われたため、
相手の少年を刺し、重傷を負わせる。
1%4年3月23日『毎日新聞』
「上京二日目の三少年からお金そっくり奪う 若い男、地方弁につけ
こみ」
1964年5月13日『毎日新聞』
「少年工員が同僚殺す 集団就職 方言笑われ、不仲」
Ю
“
年12月2日『朝日新聞』 「方言だって日本語だ」
東京の公共職業安定所が5月に就職後 1月の感想を調査。方言の問題
が圧倒的。
「くすくす笑われるのがいちばんいやだった。同じ日本語をしゃ
べっているのに笑われる。」
とうとう、警視庁が、「方言」について指導することも、あったらしい。
1963年10月29日『朝日新聞』 「“脱線"めだつ修学旅行」
警視庁が「修学旅行の注意点」。「方言を実わないように」という注意
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を含む。
ところが、遂に、人の命に関わる事件までもが、引き起こされてしまう。
1%7年5月22日『東京新聞』 「子を道連れ 死の抗議」
母子心中の原墨が方言。
橋本さん一家は昨年10月島根県から上京、同アパートに入った。しか
し満喜男ちゃんは体が弱く、また田合言葉なので近所の子供にからか
われていた。これを気にしてふみ子さんは最近極度の神渥衰弱にか
かっていたという。自殺した場所には「もう少し考えて下さい」とア
パートの人たちにあてた走り書きの遺書があった。
この事件は、全国的に注目され、たとえば次のような投書が寄せられている。
1957年5月2日『朝日新聞』 「ひととき」欄 静岡県浜松市主婦から
の投書
「私たち地方人としてその若いお母さんの気の弱さをひと口に笑えな
いものを感じた。東京人は『江戸弁』を誇りとしすぎ、地方の言葉を
極度にけいべつし、時には必要もないのにマネをして笑い興ずる。 ・
・地方人をあたたかく扱っていただきたい。
方言のもたらす、このような不幸の故か、方言嬌正、方言撲減の動きが、
社会のさまざまなところで、広がりを見せていた。
1%0年7月14日『毎日新聞』
山形県東田川郡金目町中堀野で母親たちの標準語運動。子供のために
大人が「粗雑な」言葉をあらため、標準語で話すようにしよう。
1959年12月4日『朝日新聞』「悪い言葉を焼く ネ・サ・ヨ人形まつり」
鎌倉市の腰越小学校で「ネサヨ人形」を焼く。「あたいがネ、こうして
サ、それでヨ」などとして用いられていた方言の「ね、き、よ」を
使った生徒は、自分の人形の農を黒いクレヨンで塗る。その人形を、
年末に、小中学生13∞人と父母200人とが集まって、焼いて、方言の撲
減をねがった。
この後者の話しなどは、まるで魔女狩りのようなおそろしさまで感じさせる
ほどであるが、更に全国的な展開をみせる。
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1%0年12月20日『朝日新聞』
鎌倉市腰越小学校の「ネサヨ運動」が町内商店の協力を得て、さらに
全国の小学校と手をつなぐところまで運動の発展。全国ネサヨ運動の
スタンプを作って、年賀状に押す。
1965年1月20日『東京新聞』
鎌倉腰越小学校の「ネサヨ運動」は更に拡大。全国の協力校が80をこ
える。
このような方言否定の動きに表裏して、標準語確立の努力が行われていた。
1954年(昭和2年)3月『東京新聞』 金田一京助氏「標準語をめぐっ
て」
東京の言葉からなまりをとりさったものを標準語としようとする。
など、「標準語」構築のための模索と努力とが盛んに行われていたり、昭和3
1年8月には、大阪朝日放送が標準語のサービス学校を開くなどしている。
標準語の確立のみならず、この時代には、戦後の新しい国語の確立をめざ
して、さまざまな国語政策が着々と進められている。
既に、1946年(昭和21年)11月16日、「当用漢字表」が告示されているが、
この時期には、たとえば、次のように、その修正、仕上げが目指されていた。
1954年3月15日 国語審議会第20回総会
当用漢字表にはずれた漢字の扱いについて審議。
「当用漢字」は、その「まえがき」に、
「この表は、法令・公用文書 。新聞・雑誌および一般社会で、使用す
る漢字の範囲を示したものである。」
とあるように、国民の用いる漢字を制限しようとするものであった。「制限」
とは、「統一」であり、「規格」化である。「規格」への志向は、どうやら、こ
の時期の社会の全体的な動きであったらしい。
1%4年12月 衆議院記録部参議院記録部 「国会会議録用字例」作成
1954年12月 日本放送協会 「皇室関係放送用語集」作成
19“年 1月 日本新聞協会 新聞用語の統一完了
当用漢字で書けるものだけを審議の対象とし、音訓表にはずれた文字
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方言復権の軌跡
は原則として使わないこととする。この年には更に、外来語表記の基
準 (昭和29年3月に国語審議会がまとめたもの)を新聞各社間に更に
徹底させる。
19“年7月『言語生活』「文芸家は国語国字問題をどう考えているか」
日本文芸家協会が以前に較べて国語政策に好意的になっている、とい
うアンケート結果。
19“年12月 日本新聞協会 外国語地名表記統一
なるべく発音しやすいように書くという考え。ただし、外来語表記の
基準を更に徹底して適用するべきだという意見と、外国語の発音を尊
重して表記するべきだという意見とあり。特にV行の表記に関して対
立し、結論です。
1%7年 日本新聞協会 外国地名の書き方と外国人名の書き方について
統一。
検討は195眸7月から開始され、一応決定された基準が2月1日から
既に実施されていたが、V行の表記については未解決のまま。最終的
な結論は「ヴ」表記はしないということ。5月1日から実施。
外国人名については9月1日から実施。V行表記は外国地名とおなじ。
また、あて字の整理も同時に行う。ただし、以上の日本新聞協会の整
理は表記を簡易化しようとするのが基本であるのに対し、日本放送協
会 (195昨)が同時期に行った整理は、原音尊重主義であり、メディ
アによって、その対応に差が見られる。
19田年8月21日 文部省が教科書活字の統一。
教科用図書検定基準内規としても制定。
19田年1月11日 日本新聞協会が当用漢字の活宇字体の統一に着手。
198年12月 文部省「地名の呼び方と書き方」制定。
1961年8月 新聞用語懇談会経済用語小委員会が株式市場の上場銘柄の
略称統一。
1%3年9月12日 『朝日新聞』
日本オリンピック委員会が日本代表選手のトレーニングシャツの胸に
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国名を「NIPPON」と表示することを決定。
3 大阪言葉の台頭
このように、この時期、あたかも国全体が日本語の「規格」化の方向にひ
た走っていたように見える。その中で、やはり確実に進行していた、マスメ
ディアの国民生活への浸透は、
1%5年3月23日『朝日新聞』 「天声人語」
「話し方というものもラジオで飛躍的な進歩をした。」
のように、一方に、日本語環境の画一化を推進するもので、当然、ありえて
いた筈だが、他方で、
195年 マスメディアの発達につれて流行語が問題となる
3月20日『毎日新聞』 「ラジオと珍語の流行」
3月26日『読売新聞』 「コトバをくずすもの」
3月2日『朝日新聞』夕刊 「今日の問題―新語ブーム」
のように、言葉環境の散乱性を増大し、複雑化する方向にも働こうとしてい
た。
言語環境の複雑さの増大ということで注目されるのは、方言の、マスメ
ディアを通じての周知であろう。マスメディアを通じて提供される方言に、
国民の関心が高まったらしく、1955年(昭和∞年)にNHKラジオの「国語
講座」で「方言の旅」が人気を集め、翌19“年には「 日本放送協会編『方言
の旅』として出版までされている。
こうした、方言への関心の高まりは、
1%2年6月6日『毎日新聞』内村直也氏「放送時評 地方色について」
「日本全体が東京への追従である。(中略)地方の人たちは、東京とい
う中央に対して劣等感を抱いている。郷里を自慢するのではなくて、
郷里に対する一種の絶望感である。草木がなびくように、すべてのも
のが、東京に向かってなびきすぎているからである。」
1963年9月6、 7、 8日『朝日新聞』梁田鎗次氏「日本のはなしことば」
久しぶりに帰国して日本語を観察。共通語が普及し地方色が消えてい
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方言復権の軌跡
く。男性語と女性語とが接近。
のような、日本語の規格化の進行=消えゆく方言という状況のなかでも考え
られねばならないだろうし、
1959年2月21日『朝日新聞』
観光バスのガイドは関西弁でやってはしいと、東京都の修学旅行委員
会が関西のバス会社に申し入れ。
「昨年は説明が標準語でガッカリした生徒が多かった。なるべく珍ら
しい関西弁をたっぶり関かせてもらいたい。」
言葉としての美しさや正しさといった点からではなく、いわば「見せ物」と
してのおもしろさから、方言が見られるようになってきた事情も、考慮に入
れておかねばならないだろう。ただし、忌避されるべきものとしての方言が、
新しい、別の位置づけを手に入れる可能性が、そこには開かれていた。当時、
マスメディアを通じて、最もよく知られていたのは、大阪言葉であり、
1954年2月26日『朝日新聞』 「大阪弁まかり通る」
1%4年4月25日『毎日新聞』 「怪しげな大阪弁の横行」
1964年8月8日『朝日新聞』夕刊 「土曜随想」欄
秋山安三郎氏「東京ッ子の嘆き」
「私が一番シャクにさわってることは、新聞で『芸者置屋。ど真ン中。
ハッピ。キリキリ舞』などと書いてることである。」
1964年8月22日『朝日新聞』夕刊 「土曜随想」欄 池田弥二郎氏
「こと:ゴ三二題」
「わたしのような東京者にとって、最近、耳ざわりでならないのはど
まんなかという大阪詞のはんらんである」
のように、やはり、鎌われものではあったけれど、
1%7年5月∞日『朝日新聞』 河盛好蔵氏「きのうきょう」
「のれん」という芝居が大阪弁を効果的に使用していることについて、
戯曲の言葉としての大阪弁には、開拓の余地が無限にある、と述べる。
19■年3月8日『産経新聞』 安田徳太郎氏 「関西ベン」
東京語による標準語は生活感情の盛られていない官僚語である。関西
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ベンは生活感情まるだしの代表的庶民語である。標準語は生活語のな
かから生み出していかねばならない。
1%1年5月31日『毎日新聞』夕刊 山本健吉氏 「大阪言葉について」
「いまや大阪言葉は事実上、第二標準語―より正確には第二共通語と
いうべきでしょうが一にのし上がったといってもよさそ うです。(中
略)私は大阪言葉がとくに非論理的だとは思いません。その点では、
方言としての東京語だって同じことで、標準語として純化されていな
いあらゆる話し言葉について、それはいえることです。その意味では、
私は大阪言葉の共通語への大量流入を、将来の国語を豊かにする上に
よいことだと思っています。私は大阪言葉が、喜劇的表現だけでなく、
その力を発揮する日を期待しているのです。(中略)その日が来たら、
それこそ第二標準語どころではなく、大阪言葉自体が、日本語の豊か
さ、柔軟さ、美しさを担 うに違いないと思います。」
のように、規格化された標準語にはないよさを大阪言葉に求めようとする動
きも、確かに、存在していたことも、わすれてはならない。
4 非規格化の動き
先に、第1節に見たごとく、1%5年から約10年間は、日本語の規格化が、
様々な方面で、着々と進められた時代であった。ところが、その同じ時期に
行われた「送りがな」の規格化においては、他と同様の成功を収めることが、
必ずしも、出来なかった。
「送りがな」は、明治40年に、国語調査会が定めた「送仮名法」によって
いたが、時代の経過とともに、不統一が生じていた。198年、国語審議会が
新しい「送りがなのつけ方」を文部大臣に建議し、翌1%9年、内閣から「送
りがなのつけかた」が告示された。その際、日本新聞協会は、国語審議会原
案では「送りすぎる」として、予め、修正意見を提出していたが、その意見
は、「許容」として認められるにとどまった。19"年11月から、新聞各社が、
新しい送り仮名法を紙面に採用することになるのだが、1%1年12月中旬から
『朝日新聞』が、その新しい送り仮名法をやめて、なるたけ送り仮名を減ら
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すように方針変更を行ってしまう。1962年1月28日『朝日新聞』夕刊は、「読
者と新聞」欄で、読者投稿に答えるかたちで、その方針変更の理由を述べる。
① 新送りがなに多くの問題点あり。
② 国語審議会の決定と合致しなくとも、新間の特殊な必要から、やむを
えない。
などである。この方針転換は、1%2年6月に、『毎日新聞』までもが賛同する
ことになる。
新間というメディアの抵抗にあったわけだが、一般国民の抵抗にあった施
策もある。1962年5月に自治省は新しい住居表示制度を決定し、住所の統一
整理を進めようとした。計画どおり、1%3年から、全国68都市で、モデル
ケースとして実施した。ところが、1965年度になっても、当初計画目標の2
1%しか、新住居表示法への整理が実現していなかったのである。
このようななかで、1963年10月11日、国語審議会総会が審議結果をまとめ、
文部大臣に答申した内容のなかに、
① 言葉は、平明簡素で能率的であるべき面と、社会的伝統的歴史的であ
らねばならない面とをもち、両者の適切な調和点を見いだして行くべき
である。
② 戦後の国語政策は、新時代の国語表記の基準を定めた点で社会的教育
的意義はあったが、個々の施策には問題があった。
というような内容が盛り込まれていたことは、時代の転換を示していて、注
目されるだろう。
5 日本語の多様化へ ;方言復権
1%5年(昭和40年)以降、むろん、方言が、まったく肯定的価値のものと
なりおおせたわけでは、けっして、ない。
1“5年6月10日『毎日新聞』
東京江東区の工員が同僚に長崎弁を真似されて、その同僚を刺し殺す。
1%5年8月27日『毎日新聞』
板橋の予備校生が栃木なまりを兄の婚約者にからかわれ、しめ殺す。
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Ю∽年 2月11日『毎日新聞』 読者投書
「(コメディアンが)やたらと東北弁を使って笑いの武器としている
が、私たち東北に育った者は、東北弁を、笑いのおもちゃにしてもら
いたくない。喜劇俳優はもっと正常なユーモアで笑わせる勉強をして
はしい。」
196昨2月23日『朝日新聞』 読者投書
「中央では東北弁、津軽弁はきわめて侮辱的な扱いを受け、集団就職
などで標準語の中にはいった人たちは、ことばで泣かされています。」
1973年4月3日『朝日新聞』夕刊
秋田から上京した大学生が、東北弁を音に自殺。
など、依然、方言の問題が深刻であり続けることには変 りがない。なかには、
19“年11月6日『読売新聞』 「赤でんわ」欄
青森県の或る小学校では生徒に5枚のカードをもたせる。方言を使う
たびに、そのカードを1枚ずつ取 り上げられ、 5枚全部取 り上げられ
たら職員室に立たされる。
のような、「ネサヨ人形」と同じようなことまで行われてもいる。
けれど、
1964年2月『文研月報』 NHK放送文化研究所 座談会「日本語のアク
セント」
服部四郎「なんでもピンからキリまで、一から百まで東京語のまねを
しなきゃならないと思って、ものが言えなくなるよりも、なまりの
ある発音で、堂々とやっていただくようになったほうが、地方のか
たはいいんじゃないかと思うんです。」
D∞年『言語生活』 1月号 特集「標準語と方言」 官島達夫氏「方言
教育諭」
共通語教育の立場からも方言を教育することが必要であることを論 じ
る。
といった研究者の意見が活字メディアに載ることも多くなっている。のみな
らず、
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1968年5月5日『朝日新聞』 「しんどいっ 方言の勉強」
「四月の番組編成がえで、ブラウン管に関西ものの “ど根性路線"が
ひしめいている。」
朝日放送の原清専務「方言にとり組むには、なみたいていの苦労では
なかろう。しかしタレントはそのカベを越えねばならない。方言をこ
なすのも “才能"の一つ。それでこそ選ばれた “タレント"といえる
のだ。」
と、方言の勉強がタレントであるための条件とまでされたり、
D"年『言語生活』 3月号 特集「東北弁」座談会
加藤日出男「(略)以前は、ことばで泣かされたという話がずいぶん
あったんですよ。ところがここ数年急に少なくなったですね。 目
立っています。一つの解釈ですけど、テレビあたりで東北弁をおか
しくおもしろくやるでしょう。それで逆に優越感をもつようにやっ
たやつがいるんですよ。『おれの時代が来たんだ』(笑)東北弁もテ
レビ時代の裏側でなく表に変ってきたと。わざと言ったりね。」
司会「嘲笑や軽蔑の対象に限られていた時代とは違ってきましたね。
『おはなはん』の津軽弁とか『あしたこそ』の吾郎さんの福島と
か。」
(中略)
寺山修司「むかしは民謡を恥ずかしい音楽だと思っていたけれども、
このごろは津軽三味線を弾けるということで、東京に行けば、 ・・。
そういう感じもありますね。」
国分一太郎「わたしたちの時代とは違ってきたかもしれませんね。非
常に劣等感をもたされて育ちましたから。」
など、時代の変化を思わせるような記事が日につく。さらに語気荒く、
1%5年5月10日『朝日新聞』 「記者席」欄 「東北弁を礼讃する佐々
木氏」
社会党の委員長に選任された佐々木氏の演説「標準語は、各地の言葉
がまじりあってできたもの。本来の日本語は東北弁に残されている。」
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1%6年1月3日『毎日新聞』 座談会「あなたの『ことば』 わたしの
『ことば』」
テレビドラマで方言を用いたものが流行していることについて。
臼井吉見「方言について考えてみましょう。最近は佐々本社会党委員
長の東北弁とか、大阪弁の全国的な流行とか、いろいろ顕著な例を
見受けますね。」
大宅般一「東京弁ってのは標準語で、しかもエスペラントみたいなも
ので味がない。合成語なんです。合成酒のようなものでコクがない。
だからラジオ・テレビのような、ニュアンスというか、一種、こと
ばが分泌物を必要とするところになると大阪弁の方が強 くなってく
るんだ。」
1971年2月6日『朝日新聞』夕刊 内村直也氏
某NHKのアナウンサーの標酢語は「慇懃無礼」。「民放の愚劣な日本
語の流行は感心しない。しかし、標準語だといわれるNEKの話しこ
とばが歓迎されるのである。」
191年2月23日『毎日新聞』 松田道雄民「日本語について」
「ことばを大事にする意識が私たちにうすくなった最大の理由は、標
準語尊重である。新主都の東京の役人が、全国支配のためにつくっ
た標準語という人造語が、全国にあった土地のことばを追放した。
東京のことばを使うのが、えらい人で、土地のことばをつかうのは、
学のない人間だという方言侮蔑が、先祖からのことばを大事にさせ
なくなった。」
1971年『言語生活』 4月号 松田道雄氏「言語生活の復権」
「標準語は明治の役人がつくりよった支配のことば。地のことばは人
民のことば。これ忘れたらあかん。」と関西弁で表現。
1971年5月1月『朝日新聞』夕刊 「標的」欄 「言葉に多彩さを」
「最近号の『学士会会報』で京極純一が『話し言葉の開発』を提唱し
ている。たしかに京極のいうように、日本のいわゆる共通語は、今
日、読み書き専用だけでなく、話し言葉にまで広がり、ラジオ、と
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くにテレビの普及を通じて、その規格化が推し進められている。こ
とに読み書き専用の共通語に、ある特定の音声システムを付け加え
たいわゆるNHKニュース調が、第二の共通語として幅をきかせて
いる。こうした話し言葉の規格化は日本文化の豊かさにとってマイ
ナスだと京極は嘆いている。(中略)とにかくわれわれは、話し言葉
の自由、Fふるさとのなまり』の伝承をもっと大切にしなければな
らない。」
192年『言語生活』12月号 特集「日本語改造論」
座談会「生活の変化と日本語のゆくえ」
佐伯彰一「日本語開発っていうことからいえば、方言の復権というか、
方言にちゃんとした位置を認めるべきで、方言が悪いっていうよう
な罪悪感みたいな感じを、子どものときから植えつけるっていうこ
とは、ぜったい反対ですね。」
1974年5月13日『朝日新聞』夕刊 海音寺潮五郎氏「日記から」
「東京語は人為的につくられたことばで、自然発生のことばではない
のである。こんなことばが代表的日本語とされているということは、
果たして民族文化の上に幸せなのか、不幸なのか。」
と、こうなってくると、1955年の頃とは、まさに隔世の感がする。このよう
な意見が、Ю
“
年頃に、新たに、急激に高まってきたものなのか、或は、19
55年のころから既に存在しており、それがメディアの表に急に浮かんできた
だけなのか、更に調査してみなければならないが、それにしても、これらの
論調の意気盛んなことには驚かされる。余りの高まりに、
Ю田年10月12日『毎日新聞』 「視点」欄
「標準語をけなし、方言をほめたたえるのは、近ごろのはやりのよう
である。標準語の悪口を言うと、何か権威にさからっているみたい
な、体制に反抗しているみたいな気がして、気持がいいらしい。(中
略)だから、今のままで方言をはびこらせておけば、日本語はいよ
いよ醜悪なものになるにちがいない。つまり現在の方言礼賛論には、
美的趣味という視点が欠如しているのである。」
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1解4年 丸谷才一氏『日本語のために』
「一種の土俗趣味的な風潮の流行とともに、方言が不当に大きな位置
を占めてきてあるのは残念なことである。」
など、いわば振りすぎた振り子をもとに戻すような発言まで登場する。
6 日本語の多様化へ :言語施策
第4節末で、1963年、既に、国語施策が見直されつつあったことを見た。
1%5年以降、国語政策面の方向転換は、第5節に見た、日本語の非規格化の
動きと軌を一にして、着実に、進められていく。
19“年 1月3日『毎日新聞』 座談会「あなたの『ことば』 わたしの
『ことば』」
置中澄江「漢字制限が逆に奇妙な漢字尊重を生んでいるんじゃありま
せんか。ある女子大生の会で、さつまいもは安くておいしいという
のを『甘藷は美味にして、値 (あたい)廉(れん)でございますわ
ね』というのを聞いたことがあるんです」(笑)
など、「当用漢字」による漢字制限政策による弊害の指摘を受けたものが、日
につくようになる。そして、
1965年12月9日 国語審議会 (第7期)総会で審議経過のとりまとめ
① 当用漢字の「まえがき」の修正。当用漢字の性格を「範囲」から
「基準」に改める。
② 活用語から転じた名詞の送りがなについて、少なく送る方向に修
正。
1967年 第8期国語審議会漢字部会が検討の過程で問題となった点を第
“
回総会に報告
当用漢字表を「範囲」と考えるか「基準」と考えるか
「範囲」 :ここに掲げられている漢字以外のものは使用しない。
「基準」 :これ以外の漢字は、どの字でも使用を禁止するものではな
い。
D田年5月27日 国語審議会 (第8期)第69回総会
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第68回総会で設置された、問題点を整理するために一般問題小委員会
の報告
まえがき「国語施策の基本として、国語を平明にするという見地か
ら国語の表記についてなんらかのよりどころとなるような基準が
必要であると認められるが、国語の美しさ・豊かさ 。正しさ・厳
密さを保つために、その基準を厳格に制限的なものとしない配慮
が必要であると認めた。」
当用漢字表 。当用漢字音訓表について「厳格に制限的なものとせず、
基準とすることが妥当と考える。ここで基準という意味は、今後
文章を表記するにあたって、なるべく当用漢字表に掲げられてい
る漢字または当用漢字音訓表に掲げられている音訓でまかなうこ
とであって、これ以外のものは、どの字、どの音訓でも使用を禁
止するものではないが、なるべく用いないようにしたい、つまり、
努力目標としてこれを尊重するという趣旨である。」
送 り仮名のつけかたについて「標準・よりどころとするという考
え方については、おおむね現行どおりとしてさしつかえない。」
1970年5月27、28日 国語審議会 (第9期)第74回総会
国語審議会「当用漢字改定音訓表 (案)」「改定送 りがなのつけ方
(案)」 発表
当用漢字改定音訓表 ;音訓の一応の「目安」であり、「制限」ではな
い。適用範囲は一般の公共生活であり、学術や文芸、個人の領域
にまで及ぼそうとするものではない。
熟字訓・あて字のうち、慣用の広く久しいものは採用
改定送 りがなのつけ方 :慣用の尊重。表記の実際に即して弾力性を
もたせる
1%1年12月20日 国語審議会 (第10期)第78回総会
「当用漢字改定音訓表」承認
314字について新たに357の音訓を加える。
前文「先の音訓表は、表示した音訓以外は使用しないという制限的
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な精神によって定められたものであるが、それに対して、今回の改
定音訓表は、一般の公共生活における、よい文章表現の目安として
設定された。
1972年5月24日 国語審議会 (第10期)総会
「改定送 りがなのつけ方」承認
本則、例外、許容に分かれる。全体としては「送 りすぎ」を改め、
慣用も尊重。
1972年6月2日 「当用漢字改定音訓表」「改定送 り仮名の付け方」を文
部大臣に答申
1973年6月18日 新「当用漢字音訓表」新「送 り仮名の付け方」告示
1974年11月8日 国語審議会 (第11期)総会
審議経過報告とりまとめ。文部大臣に報告。
新 「当用漢字音訓表」についての検討を早くも始める。「当用漢字表」
を重要な資料としながら新しい漢字表を作る。
1"7年1月 国語審議会 (第12期)で新漢字表試案成る。
前文で、新漢字表の性格を、「範囲」から「目安」へと変更することを
明記。
そして、遂に、
1973年3月 国語審議会が「常用漢字表案」中間答申
1%1年10日 「常用漢字表」告示
となり、戦後の日本語環境に大きな影響力を及ぼし続けてきた「当用漢字
表」は、その任を解かれることとなったのである。
「当用漢字表」が1%5年以降に被った修正は、振 り返ってみると
①漢字表の性格を「範囲」から「基準」へと制限色の払拭。
②一旦は締め出した「慣用」を、再認知。
であり、「送 り仮名」もまた、「慣用」を尊重しつつ、表記の実際に即 して弾
力性をもたせるよう、修正を受けることになったのである。このような、日
本語の非規格化の動きは、
194年3月 法務省 人名用漢字制限の緩和を民事行政審議会に諮問。
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方言復権の軌跡
などの政策にも反映されていったり、
1鯰5年9月19日『毎日新聞』 「ほん」欄 「ありがなの復活」
当用漢字の実施により、戦後、出版物から姿を消していたふりがなが
復活しつつある。
1967年8月 新住居表示制度に関する法律改正
住民
"人
以上の署名があれば公聴会を開いたり、町名変更案の修正が
可能。
など、規格化以前の状態への回帰としても、見られるようになる。
7  おわりに
以上、主として新聞記事に現われた、方言復権の足跡を、見てきた。1965
年くらいを境に、急激に、それが進行したことを、確認できたのではなかろ
うか。
もちろん、方言の問題は、現代でも厳存する。自らの方言に悩む人は、未
だ決して少なくないし、また、1965年以降に指摘されるようになった、方言
の横行という現象も、全くその勢いが衰える兆しもない状態である。方言の
魔女狩りから、その復権へ、という、以上の歴史から、我々に学ぶべきこと
はないのであろうか。
今回は、紙面の都合もあり、扱うことの出来た資料が、ごく限られたもの
になってしまった。マスメディアに現われた「正しい」日本語、或いは、「正
しいと考えられた」日本語の姿をとらえるには、けれど、やはり、もっと多
面的な資料を扱う必要があるだろう。
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綜合的方法 から総体的方法へ
―フランスの人間期指導論1-
市 り|1 真 文
綜合的方法と総体的方法
子どもたちのことばの力を衰えさせることなく、どのようにして文字の世
界、読書の世界へ導いたらよいか。この課題の発見と解答への努力が、フラ
ンスにおける読み方教育の長い歴史を貫いている。入門期をどのように指導
したらよいのか。
ミヤラン(MIALARET,C.)は、入門期の読み方学習の方法を概観して次
うに述べている (MIALARET,1963)。
「読み方学習は何よりもつぎの二大カテゴリーに分類される。すなわち、
綜合的方法と分析的方法である」として、つづいて、二大カテゴリーの方法
を説明して「前者の場合、まずもっとも単純な論理的要素 (文字)から出発
し、それを順次組み立てていって、音綴、単語、文に到達していく。逆に、
分析的方法の場合は、心的内容から出発する。その心的内容は、まず口頭で
表現され、つぎに書くことによって表現される。こうして書かれたテキスト
を総体的に読めること、それを比較し、分析することによって文字や音綴と
いうもっと単純な要素に還元することができる」と、両者の対臓的な特質を
明らかにし、さらに「何人かの教育者は折衷主義を確立しようとし、両者混
合の方法について語っているが、それはたいていの場合、占めかしい音綴的
方法を近代的にぬりかえたにすぎないのである」と述べて、フランスの入門
期教育のさまざまな試み、長い実践の歴史を二つの方法に集約している°。
この ミヤランの概括の仕方から、今日の入門期指導が、総体的方法によっ
て展開されるべきであることが分かる。このことは、たとえばベランジェー
ル (BELLENGER,し)が読み方の今日的指導を4段階にまとめるにあたり、
その全体的傾向において、さらに入門期とその準備期における子どもたちの
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読みの姿の把握や指導方法の記述において、総体的方法を基盤としているこ
とからも推測できるだろう(BELLENGER,1%0)。本稿では、フランスの人
間期において総体的方法が提案されるにいたった過程、すなわち、綜合的方
法の抱えていた克服すべき課層と、総体的方法を用意した教育思潮について
述べたい。
* ミヤラレのいう綜合的方法 (m`thode syunthetlque)は、文字・音綴から指
導を始めることから音綴的方法 (mathode sy‖abique)と、分析的方法 (met‐
hOde anal"ique)は、テキストの総体的習得から始まるので総体的方法 (met―
hode gbいle)とも呼ばれている。本稿では、現在、よリー 般的な呼称と考えら
れる綜合的方法と総体的方法を用いることにする。
綜合的方法の前史
綜合的方法は、デカルト派の教則によって、伝統的な入門期指導に改良を
加えようとしたものであった。「綜合的方法は
"∞
年の歴史をもつ」とベラ
ンジェールはいうが、それは、占代ギリシアやローマの指導方法が、ラテン
語学習の方法としてガロ=ロマンに伝えられ、近代まで連絡と実践されてき
たことを言っているのであろう。そして、フランス語 (母国語)の教育もま
た、ギリシア・ラテンの古典語の教育を模範として、整備され出発している
のであった。つまり、綜合的方法は、古代からの方法の近代的形態といえる
のである。
その古代の方法は、アルファベットの暗唱から始め、文字から音節へ、音
節から語へと指導が進んだ。音節も簡単なものから難しいものへ、単語も単
音節からはじまり、次第に長い語へと進んでいった。もっとも、常にこのよ
うに構成的な指導法が適応されたわけではない。円柱に記された碑文などを
ひたすら暗唱させるという乱暴な方法もあった。聞き覚えた文章と書かれて
いる文字とをなんとか対照させて「文字を知った」のである°。だが、ガロ=
ロマンの初等学校での一般的な方法は、レオン(LEON,A)によれば、次の
ようであった (LEON.1967)。
読み方の教育は、アルファベットを願々に、さかさまに、あるいは、序
列のまんなかにある文字からみて互いに対照的な位置を占める文字 (A
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―X、 B―V、 C―T、 などのような)を、ひと組にして唱えることに
あった。そのほか、いまでも使われている、いわゆる組み立て法、つま
り文字から音節、つぎに単語、最後に短文へと進む方法が利用された。
ガロ=ロマンの人間期が、もっばら暗記をたよりに文字のみを学習する、
あるいは組み▼て法すなわち綜合的方法によって、文字から段階をおって学
習していたことが分かる。いずれにせよ、受動的で機械的な学習であったこ
とにかわりはない。と同時に、文字ないしは書き言葉に偏向した指導であっ
て、話し言葉は全く考慮されていない。表現は、雄弁術として高等教育の課
程であって、初等学校の書き方は、綴字法、正書法を内容とするものであっ
た。ラテン語が死語となると、ますます書かれたものの理解が学習の中心に
なる。そして、綜合的方法はラテン語を始めとする語学教育の入門期指導法
として、ひろくおこなわれ続けたのである。
ラテン語が書き言葉の規範として、フランス語の書き言葉の確立に寄与し
たのと同時に、ラテン語の学習法もフランス語の学習に影響を与えた。人間
期の教育も、当然のことながら、古典語学習の初歩と同質のものと考えられ
指導されていた。全くなじみのない言語を学び始めるように、初学者はアル
ファベットから学習を始めた。そして、文字が正確に読めているかどうか判
断するため、人間期の読みは音読中心となり、大きな声で読むこと、たとえ
声をださずともあたかも発音しているかのように徴かに唇の動くことが奨励
されることになる。必然的に、読む速さ・読書量・読みの確かさは、音読の
制約を強く受けることとなる。そして、書き言葉の学習が話し言葉や表現と
断絶したなかでおこなわれ、入門期は文字の習得段階であり、その読み方は
音読であるという考え方は、以後長く受け継がれることとなる林。
* エプラールが引用しているロジェ・タボーの資料によれば、19世紀初頭で
も、地方の村の学校においては、アルファベットを教えずに、「耳で聞いてすで
に覚えた文章を曲がりなりにも単位として切り分け、その単位に相当する部分
を書かれた文章のなかに探しあてる」方法が生き残っている (ジャン・エプ
ラール「ヴァランタン・ジャムレ=デュヴァルはいかにして読むことを学んだ
か」)。 数多くの視学官の報告は、アルファベットを教えようともせず、ひとに
ぎりの読めねばならない文章を暗記させるだけの教師を告発し、教師が「AB
C読本の役割をほとんど、あるいはまったく理解しておらず、したがって使っ
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てもいない」と記している。つまり、18世紀から19世紀にかけて、庶、民教育機関
の普及に歩をあわせるようにして、綜合的方法を推進しようとしたが、それに
応じる能力をもたない教師たちも多くいたということである。
** シャルチエは、読書行為において黙読と音読の別を重視し、フランスの黙
読獲得の歴史を3期に分けている。すなわち、 9～11世紀にかけて、修道僧た
ちのなかで音読の習慣が失われてゆく時期、13世紀、大学に黙読がひろまった
時期、14世紀、貴族を中心とする世俗に黙読が伝播した時期である。この後、黙
読がひろまってもなお入門期において音読が重視されたことは、いかに入門期
が文字の音声化の技術と結びついていたかを示すものであろう。
綜合的方法の誕生
この伝統とデカル ト派の科学的合理主義が結びついたところに、綜合的方
法が誕生する。デカル トのいう「知るに最も単純で、最も容易であるものか
らはじめて、最も複雑なものの認識へまで少しずつ、だんだんと登 りゆ」 く
ように、人間期の指導が構想されるようになるのである。その初期の試みは、
デミァ (DEMIA,C.)によるものであった。デミァは、デカル ト派の教則に
則って「キリスト教と読み書きを教える」学校を設立した。この学校では、
読み書きの教育を論理的・系統的に組織しようとし、学習水準にもとづくク
ラス編成による指導を実施した。このクラス編成は、文字のクラス・音綴の
クラス・単語のクラス・文のクラス・読書のクラス・作文のクラスとなって
おり、初学者は文字のクラスに入学し、所定の課業を終えると上位のクラス
ヘ進級する。文字から学習を始め、音綴へ、語へ、文へと、まさに梯子を
「だんだんと登りゆ」 くように、単純な要素の学習を積み上げて、入門期の
読み方を指導しようとするものであった (DEMIA,16田)。 とくに注意 して
おきたいのは、この梯子が教授内容の側の梯子であって、学習ないしは発達
の梯子でない点である。デミァの指導論は、子どもたちがどうやって文字の
世界に接近するかという観点からではなく、書き言葉をどのような単位に分
けて子どもたちに与えていったらよいかという観点、教授の観点から導かれ
ている。
デミァの6クラスは、文字から文までのクラス、読書のクラス、作文のク
ラスと二つに分けられよう。このうち文字のクラスから文のクラスまでは、
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古典的な入門期指導の近代的継承といってよい。昔ながらの方法にデカル ト
派の合理主義の光をあてて、論理的に分析された要素の学習を、少しずつ積
み上げ綜合してゆく方法の合理性を唱えたのである。デミァによって、入門
期の理論的な指導方法が必要であり、またそれが可能でもあることが示され
たといえる。綜合的方法の直接の母胎はここにある。しかし、結果的にこの
ような試みは、入門期の読み方指導を、読書や作文の指導から相対的に独立
し、完結した技能の指導とみなし、下位技能 (文字の読み・音綴の読み・単
語の読み)の指導の集積が、文を読む技能を培うといった指導の論理的構想
を生み出したのである。つまり、入門期の読み方指導は、意味の把握をめざ
す読み (?rc)の指導とは別物であって、文字や音綴の解読作業 (d“hrfFer)
の指導になってしまったのである。そして、デミァの示した合理的指導課程
の構想とともに、入門期の読み方 (d6Chiffrment)と通常の読書 (lecture)
とを、読むことと書 くこととを別々に指導することも以後引き継がれていく。
にもかかわらず、デミァの原理が大きな効果をあげたことは疑えない*。
それは、これ以降いくつかの方法的洗練をへて継、陸続と出版された教科書
を見てもわかる。19世紀に、75年間に併せて数百万部発行されたという発音
練習帳、ルζπttμ、ια″gあ:s、P」″″`
―
″」πθ′―να″jzなどは、綜合的方法に
もとづき、半年で正確な発音での音読を可能にした*林。しかし、体系的に整
えられるにつれ、綜合的方法が抱える矛盾も明らかになってきた。一つは、
より単純で習得しやすいはずの文字や音綴が、かならずしも単純で容易では
ないということであり、一つは、綜合的方法によって身についた読みが、か
ならずしも読書の基礎にはならないということである。
* チポラが示す資料によれば、1686年～16"年の間に結婚した人の25%が婚姻
証書にサインできたが、75%は×や○でサインの代わりとした。この100年後、
1786年～17∞年では、サインできた比率はおよそ40～45%に上昇している。こ・
のような識字率がそのまま読者の比率を示すものではないことに留意しておか
ねばならない。文盲でないということと読み方を身につけ読書をするというこ
ととは、別の事柄である。しかし、近代までの伝統的な人間期観、文字の読み書
きを習う期間という立場に立てば、この識字率の上昇はいうまでもなく入門期
指導の成果である。
16世紀初頭のパリでは大多数の子どもたちが初等学校で文字の読み書きを
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習っており、16世紀中には都市中産階級や商人の議字率は∞%を越えていたと
いう評価がある。これにしたがえば、17世紀から18世紀にかけての識字率の向
上は、農村や都市下層民の識字率の上昇がもたらしたといえる。つまり、こう
した教育上さまざまな制約にとりかこまれていた人々を教育する機関がこの頃
から普及しだし、その学校の教師には、デミァや ド・ラ・サルらの師範学校の
卒業生が供給されていたのである。もっとも、先の′ボーの資料にみられるよ
うに、地方農村にあっては少なからず教師としての適性に欠けた者がいたわけ
で、デミァらの教師教育を通した綜合的方法の浸透は、組織的・効果的に行わ
れたとはいいがたい。しかし、同じタボーの資料からいえることは、すでに18
世紀においてより効果的・合理的な読み方の学習を望む者にとっては、ABC読
本つまり綜合的方法による教科書が入問期のテキストとして一般化していたと
いう事実である.
** デミァの原理と方法とをより整然とした指導体系にまとめあげたのは、 ド
・ラフォー′レ(de LAFFORE,M.)であった。彼は、読み方の指導を、より実
践的に文字の音声化の指導と規定し、文字の指導を発音の観点から構成しなお
した。それまでのアルファベットによらず、母音字 (a.e.1.o,u,ou,o■_)
子音字、二重子音字 (pr.br.pl,bL_)と文字学習をすすめ、こうして得た40
の発音と表記をもとに、三つずつ組み合わせてなめらかに発音できるように繰
り返し練習させ、音綴・単語の発音を習得させようというのである。
ド・ラフォールの試みは、綜合的方法の到達点ではあったが、体系的指導の
もつ強さと弱さを示してもいた。それは、同一の発音が異なった文字で書かれ
ることがあり、同一の文字が同じ発音とは限らないという事実からくるもので
ある。たとえば、[O]は、o,6,eau,au,ohと書かれ、xは、【ks〕〔kzl lsl〔21
と発音される。また、 ド・ラフォールは3文字で 1音節としたが、フランス語
において3文字で1音節は44%にすぎない。実際のフランス語の1音節は、 ド
・ラフォールが見通したよりは複雑なのである。デミァの方法もド・ラフォー
ルの方法も、すぐれて体系的であったため、文字・音綴といった要素学習にお
いて、また要素の組み立てが有効である限りにおいて効率的・系統的学習を実
現したが、体系に組み込めない状況に対しては全く無力であった。そして、体
系化し得ない部分は存外多かったのである。
*** 吟世紀に使用された人間期教科書の一況を次に示す。文字 iを提示し、
発音/i/を子どもの実い声 くHi!n:〉や Litを使いながら結びつけ、字形を鐘
楼と月の絵や指で形作ることで確かめている。次に、 1をふくむ単語がいくつ
か示される。また小文字だけでなく大文字も、活字体だけでなく筆記体も書か
れてあり、文字から出発し、その発音と書記に重点をおいた指導がうかがえる。
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綜合的方法から総体的方法ヘ
入門期指導の課題
入門期の児童にとって何がもっとも単純で習得 しやすいのか。また、真の
意味で、入門期が読書の入口となっているのか。綜合的方法が示す課題は、
この二つに要約できるだろう。これは、綜合的方法の欠陥とみなすこともで
きるが、むしろ、綜合的方法によって明らかになった入門期指導の課題と考
える方がよいだろう。この課題に、綜合的方法は応えられるだろうか。
第 1の点については、セゲール (SECERS,J.E)の実験がある。
デ ミァらの綜合的方法が文字から指導を開始したのは、文字がもっとも単
純で認知しやすく、文がもっとも複雑で認知しにくいと考えたからである。
本当にそうだろうか。児童にとって、なにがもっとも単純でもっとも容易な
のだろうか。
これを知るために、セゲールは次のような実験を行っている (SEGERS,1
"の
。
29名の児童に何枚かのカードを見せ、カードに書かれているものをどの程
度記憶 しているか、その把持率の検査をする。カードは次の順序に従って提
示された。
1)三つの文字  f u s
2)三つの音綴  ra bi tO
3)三つの命令文 fFappeZ Sur la table  (テ~プルをたたけ)
claqucz des mains  (拍手せよ)
levez les bras     (両手をあげよ)
4)三つの肯定文 maman pr6pare le caた(ママはコーヒーをいれる)
je mange du ch∝olat (わたしはチョコレートを食
べる)
je vais a l'6cOle   (わたしは学校へいく)
5)三つの単語  Chapeau(帽子) baue(ボール) bOttine(長権)
10回の実験と検査を経た結果の習得数と把持率を表にして示す。
習 得 数 64 100 225 680 323
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文 字 1 音 綴 1 単 語 1 肯定文 1 命令文 |
lru*xl z.al 1r.5 zs.o I tt.z I rz.r I
この結果は、明らかに綜合的方法の根拠を危うくしている。児童にとって
記憶 しやすいのは、綜合法のいうような「論理的に分析された単純で習得し
やすい要素」つまり文字や単語なのではな く文であり、それら「論理的要
素」においてさえも、文字よりは音綴が、音綴よりは単語が容易なのである。
また、肯定文と命令文とでは習得に差がみられるが、これについてゼゲール
は、「肯定文が他のものよりも再認されやす くするものは、だん じて再認要
素の数ではない。なぜなら、命令文についても、肯定文と同じだけのそれが
あるからである。それでも子どもは肯定文のほうを容易におぼえる。それは
肯定文のほうが、よく認知でき、したがってより具体的で、子どもの興味と
関係があるからである」として、児童にとっての習得しやすさは、「論理的要
素」や形態の複雑さに関わるのでなく、児童の興味・生活に結びついた具体
性によることを述べている。すなわち、見かけ上の複雑さに反して、文字よ
りは単語が、単語よりは文が、まさに意味をもっているからこそ、子どもた
ちにとって有意味であって、記憶 しやすいのである。
第2の点、綜合的方法による入門期の読み方指導が、後の読書指導とは異
質のものであって、子どもたちに確かな読む力の基礎を与えるものではない
点について、ベランジェールは、次のように述べている。
綜合的方法は賭をしているようなものだ。児童は、単語を構成する音綴
の繋がりから、文を構成する単語の並びから意味を蘇らせねばならない。
言語の象徴的機能といったものを見失ってしまったのである。意味は
〈単語において、文において》認められる。仮に、文や単語をバラバラ
にし、それら断片 (to,te,ti,ta,NINI,DIDO,PIPO)について学んだと
しても、読むこと (li“)ではない全 くべつのもの、文字の読み方 (d6c―
hiffrer)について学んだにすぎないのである
綜合法は、意味を把握する読みには役立たない、熟達した読書には結びつ
かないとヽヽうのである。さらに「もし、早い時期から児童に文字の音声化の
技術 (d“h“rer)を与えたとすれば、それは意味に迫る読みを遠ざけるだけ
である。言い換えれば、将来の読書行為にとって、マイナスとなる」と、そ
の欠点を指摘している。さらに、
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文字の音声化の技術は、最後には、次の事柄に到る。
一 非能率的な知覚行動を形成する。日
は一文字・一音綴ごとにひきつ
けられ、停滞してしまう。
一 音読する。このため口頭で読む速さに制限される。
一 意味をとる努力をじゃまする。
一
甕意味な要素を暗記することで、記憶を阻害する。
と述べ、このような「読書不振の入口」から抜け出すために「入門期の段階
から読みの機能とイメージを確かなものにしていかなければならない」と
言っている。
綜合的方法は、結局読み方指導の限られた局面、文字の音声化の指導の整
いすぎたシステムであった。読むことの指導全体からみれば、跛行的完成で
あったのである。結果的に、子どもたちを本来の読書とは無縁な解読作業に
追い込み、疲弊させてしまっていた。いかにして、子どもたちを解読作業か
ら読書の世界にとりもどせばよいのか。綜合的方法は、長い実践の果てに、
入門期の読み方指導にとってもっとも重要な課題を明らかにしたのである。
総体的方法の先駆
総体的方法の試みは、すでに18世紀後半に、ラドングィリェール (RAD
ONⅥLLIERS)やアダム (ADAM,N.)らの理論の中に見ることができる
(RAⅨ)NVILLIERS,1768 ADAM,1787)。ベランジェールは、アダムの方
法の特徴を次のようにまとめている。
一 入門期の指導は、総体的に知覚された語から始まる。それらの語は
親しみのある語で、児童の話し言葉のなかにあるものであり、感情
的な価値をもっている。
一 入門期の指導は、子どもの心理の考察 した成果を上手にとりいれた
遊歳的な方法を開発し、利用している。
一 入門期の指導は、強制されたものではなく、むしろ非教授的なもので
ある。すくなくとも、児童が上機様なときに展開されるべきである。
一 入門期の指導は、児童の行動とむすびつく。なぞなぞをしたり、観
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察を勧めたりしている。
ここには、明らかに綜合的方法とは異なる、近代的な読み方指導の方向が
認められる。綜合的方法は、学習の対象である言葉の論理的な分析にもとづ
き、練習と習得の原理によって読み方を指導するものであった。これに対し、
アダムの方法は、子どもたちの発達に即し、内発的な活動によって読み方の
方略を獲得させようというものである。アダムの方法が総体的方法として結
実するには、19世紀以降の児童心理学、発達心理学の発展や教育における児
童中心主義の教育哲学の成立をまつ必要があった。が、綜合的方法がもっば
らであった時代に、アダムらの試みがなされたことは、実践史上注目に値する。
子どもたちの発達の姿から発想される読み方指導の典型として、 ドイツの
フレー ベル (FROBEL,F.)による実践がある。フレーベルは『リナはどう
やって文字を覚えたか』のなかで、6歳の女の子を通して、内発的な活動に
よって、喜々として文字を習得してゆく子どもたちの姿を描いている。
リナの物語は、次のように始まる。
リナは六歳になる女の子です。彼女は、いろいろな仕事をすることが好
きで、ちょっとした簡単なおもちゃで、いろいろな遊びをすることもで
きます。さいころや丸い棒のようなものでも、 リナの手にかかると、き
れいに組み立てられ、また色や形の違う板や棒は、とても美しく並べら
れます。細長い色紙や棒を、いろいろに組み合わせたりして、思いもか
けないような美しいものを作りだしたりするというふうに、 リナはちょ
っとしたものから、何でも自分の好きなものを作ることがお得意です。
このリナが、父親が手紙を受け取り「とてもうれしそうにそれを読み、ま
もなく、同じようにうれしそうな表情で返事を書いて出している」のを見た
ことから、彼女の文字学習が始まる。つまり、 リナにとって文字の読み書き
は、「うれしそうな」活動として、手紙のやり取りという意味ある活動として
登場したのである。文字の読み書きを覚えたいというリナに、母親はリナに
名前を正確に発音するように言う。それを母親は「名前を書けるようになり
たいときには、まず初めに名前を正確に聞いて、その中の音や響きの違いに
よく注意しなければならないの」と説明し、 リナがゆっくりはっきりと「L
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―i―n-3」と言うのを聞いて、「お母さんにはいま、iとaの音が聞こえた
わ」と言い、リナと一緒に何回か発音した後、リナが、「お母さん、同じよう
に聞こえるわ。 リナの名前の中には、 1とaの音があるわ」と、耳による名
前の分析ができた後、文字を教えている。それも、 リナが遊びなれている棒
をつかって、「この棒をたてにまっすぐにリナの前に置くから、それを見た
らすぐiといってごらん」と導いてゆくのである。同様の方法で、リナは、
VATER(お父さん)MUTTER(お母さん)LIEB(愛する)などを習得し、
同時に、MEIN ЫEBER VATER(愛す るお父 さん)MEIN LIEBER
MUTTER(愛するお母さん)などと表現するようになる。そ して、LINA
IST UNSER LIEBES KIND(リナは私たちの愛する子どもです)を読ん
だときには、Du BIST UNSSER GUTER VATER(あなたは私たちのよい
お父さんです)と、母親の助けを借 りながら、すぐきま書換えを試みている。
そして、旅先での父親との文通を通じ、また、絵本や児童書をとおして、着
実に読み方を身につけていったのである。
フレーベルの方法の特徴はいくつか指摘できる。だが、ここで重要なのは
次の2点だろう。一つは児童像の転換であり、一つは全体性の重視である。
冒頭のリナの様子には、活動的で創造的な子どもの姿がよく表れている。
フレーベルは、こうした活動的・創造的な子どもへの信頼から出発して指導
論を展開している。内発的な子どもの活動、すなわちコミュニケーションの
欲求にもとづく表現や理解が文字学習の段階から重要な活動となっている。
したがって、学習が子どもにとって意味ある活動になっている。また、機械
的な学習でなく、子どもが身につけている口頭の言語能力を生かしながら、
創造的に学習が進んでゆく。これらは、綜合的方法にはありえなかった。綜
合的方法にあっては、子どもは教授の受動的な対象でしかなく、したがって
子どもに即した指導など構想できなかった。フレーベルにみられる児童像の
転換が、総体的方法には必要であったし、事実アダムにも共通する点をみと
めることができる。また、1950年代以降の、フレネら新教育の人々が押し進
めたメ トー ド・ アクティブはまさに、児童の内発的活動を全面にうちだした
ものであった。
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全体性もまた、フレー ベルの方法の特徴である。フレーベルは文字を意味
ある全体のなかでとらえようとする。だから、文字よりも単語が先行するの
であるし、その単語も表現としての単語である。単なる例示としての単語な
のではない。子どもが表現をし、あるいは表現を理解しようとするその直中
にある単語が教材となる。意味ある全体の一部分として文字は分節されてゆ
く。また、話し言葉と書き言葉、表現と理解も分断されることなく、全体と
して学習にかかわっている。この点も綜合的方法にはかった特色である。綜
合的方法にあっては、文は単語の、文字の集積であり、つまり言葉はモノで
あった。 しかし、フレー ベル流の立場にたてば、言葉はなによりもまず表現
のまとまり、文であり、表現や理解行為と結びついている。
ミヤラレは、総体的方法の指導を5段階に分けている。すなわち、子ども
の内発的な表現活動から指導が始まり、その記述表現としての文から読み方
が始まる。こうした総体的習得材の置換や変形、比較や対照などを通じて文
法の理解や解読が行われる。最後に、それらの結果を正書法としてまとめあ
げる (MIALARET,196の。ここにはまさにアダムからフレーベルにいたる
一連の遺産が生きている。そして、綜合的方法の残した課題への十分な解答
になっている。
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「つしや」をめく
°って
磯  千 秋
沖縄最古の歌謡集である『おもろさうし』の中に、「つしや」という語が三
例みられる。
(1)しのくりやは 世なれがみやれば やれ このゑ
又しのくりやが やまとたび のぼて やれ このゑ
又かみにしやが や しろたび のぼて やれ このゑ
又やまとたび なお かいが のぼて
又やしろたび なお かいが のぼて
又あおしやてうだま かいが
又ふくしやてうつしや かいが
(巻11の82)l
(2)おとまこtヽ あかまこい おかるな
又おがやへより おわよりな ゑけりあんじ
又といし いぢへれ あしやげ いぢへれ おなりあぢ
又のおだにが いぎや おわにぎや ゑけ りあんじ
又世ごと せに 世さうぜ せに おなりあんじ
又世こと まは 世さうぜ まは ゑけりあんじ
又しま ゑれい 国 ゑれい おなりあんじ
又しまも まは くにも まは ゑけりあんじ
又うみちへ ゑれ おかちへ ゑれ おなりあんじ
又うみちへ まは おかちへ まは ゑけりあんじ
又たま ゑれい つしや ゑれ おなりあんじ
又しなわにな やびきやにな ゑけ りあんじ
(巻14の17)
(3)ゑらぶむすひよもへ
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くれるてや なちやな
ヽヽみやこより
めづらごゑ やらに
又たび たつ あんや
又なつたなしやれば
はだからむ さわらん
又つしやのたまやれば
くびからむ きわらん
(老参‐13ψ9213)
これらの「つしや」について、これまでどのように解釈されてきているの
であろう。伊波普歓『おもろさうし選択』では、「つしや」につき特別な注は
なく、「玉」の意とみなしている。仲原善忠『おもろ評釈』も「玉」の一種と
考えているようである。鳥越憲三郎『おもろさうし全釈』では、これらをす
べて「数珠」と考え、さらに「つしやこ」(巻11の78、13の224、15の6、 21
の78・100)の例も「数珠子」として、女神官が首にかける曲玉を想定してい
る。ただし、「つしやこ」の例は、久米島を舞台にしたもので、カネの島の異
名をもつ通り磁鉄鉱を産したことを考えると、『評釈』、『思想大系本 おも
ろさうし』校注に従い、「磁石の石」と提えておきたい。
『思想大系本』校注では、「つしや」を「粒」の意と考える。
用例が少なく、今の方言にもみられない語であるだけに、速断は避けなけ
ればならない。しかし、この「つしや」について、柳田国男は著書「宝貝の
こと」「人とズズダマ」の中で、大きな暗示を与えてくれる。「私はツシヤが
もと宝貝を糸に貫いて、頭に掛けていた頃の名ではなかったかと思うのであ
る。」(「宝貝のこと」より)「(ズズダマが)粒のまん中に穴があいていて、自
然に糸を通すことができた点、それからまた一つは色なりつやなり円みまで
が、かなり子安貝のそれに近かったことである。沖縄の旧語はツシヤであっ
たが、これがもしも顕輪の珠、従ってまた主として宝貝を意味していたとす
れば、ズズダマの名の起こりのツシタマとは他人ではあり得ない。」(「人と
ズズダマ」より)
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確証を得られないため、上述のように各注釈では柳田の説に従わないが、
小さな語のもつ大きな問題にひかれ、私なりに考えてみたい。
(1)の歌は、しのくりや (久米島具志川ののろの名)が、世間のことを知悉
する神であるので、京へ旅して「あおしやてうだま、ふくしやてうつしや」
を買ったというものである。ここで、「あおしや」と「ふくしや」、「てうだ
ま」と「てうつしや」は対語とみなされる。「ふくしや」は諸説あるが、「久
米仲里間切旧記」にみられる例 (伊波普獣『あまみや考』七に引用)から、
青みがかった自の意、「てう」は、表記法の上から上 (てう―美しい、上等
の)の意と考える2。 京に青や自の美しい玉を買いに上るのである。
「おもろさうし」は、按司が各地を平定し、十三世紀末三山に統一され、
中山王察度など強力な支配者が輩出、次第に海外貿易も盛んになりつつある
時代から一世紀くらいが舞台である。洪武5年(1372年)明に入貢して以来、
朝鮮 (洪武22、13田準)、 遅羅 (シャム、洪熙元、1425年)との通交も始ま
る。日本本土との往来が記録された最初のものは、応永21(1414)年、足利
義持が尚思紹にあてた返書で、それ以後寛正・文正年間、盛んに琉球から上
洛したようである3。
このような背景があるが、この歌は直接、日本との交易を詠んだものとい
うより、当時の海外各地との接触によってひきおこされた精神的な高揚を詠
みあげたものであろう。『全釈』では、「つしや」を「づじや (数珠)」 とし、
「数珠は仏具の名であるが、水晶玉の房を京都から輸入したことから、当時
の京都の名称を用いたもの」と説く。しかし、「じゅず」あるいは「ずず」か
ら「づじや」という、音韻変化は無理であるし、沖縄と仏教の関係から考え
ても首肯できない。沖縄で仏教が盛んになる (寺院の建立)のは14世紀後半
以後、 しかも仏教は民衆済度のためではなく、国王の主権保障という目的で
あったから、民間から離れ、葬式以外何の交渉もないという。数珠という言
葉さえ知っている人は少なかった`。
巻10の27に次のような歌がある。
いしけした ようがほう
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よせつける とまり
又かねしかねどのよ
又いしへつは こので
又かなへつは こので
又いしけ よりなおちへ
又なたら よりなおちへ
又くすぬきは こので
又やまとおね こので
又やまとたび のぼて
叉やしろたび のぼて
又かはらかいに のぼて
又てもちかいに のぼて
又おもいぐわの ためす
又わりがねが ためす
この歌でも、金し金般が工夫をして船を造り、京へ「かはら (てもち)」 を
買いに上ったことが歌われる。「かはら」:ままた「かはらたま」(巻14の55、
巻16の43)、「たまかはら」(巻17の63、巻18の19にみられるように、玉をさ
すが、伊波の説くように「かはら」は颯畦 (カランヽ=ジャワ)から来た珍し
い宝玉であろう。巻7の12にあるように「きや かまくら かわら なばん
ぎやめ たう みやこ そろへて」つまり琉球と通交のある日本、ジャワ、
南蛮、中国を並べているから、南蛮を代表する地、ジャワからの到来品とし
て歌われる。後には、「たまがはら」は、曲玉と玉を一緒に貫いた一連を言う
ようになった (伊波『あまみや考』三)が、上例「かはらたま」の対語とし
て「またまたま」(真玉玉、巻16の43)とあるから、美しく珍しい玉を呼んだ
ものであったろう。
(1)味をめぐって、つしや一 たま一 かはら の対語例から美しく珍 し
い玉の総称としての「つしや」が浮かぶ。
次に(2)の歌は、おなり按司とゑけり按司のかけあいであるが、その歌の形
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式・用語・文法的にも比較的古い歌謡と思われる。
神屋 (あしやげ)にいる妹を兄が誘 う。政をしようという兄に、それはい
やと拒否、島や国をあげようと言っても、海の貢・山の貢をあげようと言っ
ても拒否した妹が、玉をあげよう、つしやをあげようと言うと、お心に従い
ましょうと心なびいた。政 (世こと、世想ぜ)をするゑけり按司とあしやげ
にいて神祭をするおなり按司という、沖縄の政治・宗教の性格を象徴してい
るが、その祝女にとって何にも変えがたい価値ある物として、玉 (つしや)
が描かれる。それは、首里王府が新 しく祝女を命ずる時、神職のしるしとし
て玉がわらやまくび玉を与えたという史実とも合致する。たとえば「玉がは
ら一連、但がはら長四寸七分、廻三寸一分、水晶玉数百星、廻三十七分宛」
というようなものであったらしい。(伊波 前掲書)
③は、沖永良部島に寄港した旅人の恋の歌と思われる。別れかね淋しく
なった旅人は、その娘を想い、夏の手無し着物であるから、肌から触れよう、
「つしやのたま」をかけている頸からも触れようとのべる。
この「つしやのたま」に対し、仲原善忠・外間守善『おもろさうし辞典・
総索引』では「かはら玉 (曲玉)が紐に通してつらねたのに対して「つしや
のたま」は一粒ずつになった玉、水晶玉、南京小玉などを言う」とし、『君南
風由来記』の「一連 何十粒何百笙」を例に挙げる。連は、「おもろさうし」
巻2()の29に「たまのみつまわり もも塾  ぬちへ」とあるように「つれ」
であろうが、粒は上例「水晶玉数百星」、星粒を意味する日本の古語つづ (夕
つづも通ふ天道をいつまでか 仰ぎて待たむ月人をとこ 万葉集
“
10)など
から、「つづ」と読むべき語で、「つしや」の例としては適しくない。
この歌の句からは、「つしや」という、玉の一種であることが判る。それ
は、たとえば「かはらだま」、「さつま玉」(巻12の41)と形容されるように、
玉の中でも「つしやの玉であるから」と詠まれている。この女性はどのよう
な立場の人であるかはわからないが、女性が一般に玉を頸にかける風習で
あったことは認められる。
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以上三例から、「つしや」を特定するものは見当たらないが、三例 しかな
く、対語として使われる「たま」は一般的に盛んに使われ、また美稗辞とし
ても繁用されるに対し、この語は、「おもろさうし」の時代において、すでに
古語化し、意味を特定できないものになっていた可能性が強い。それは、巻
11の(1)の例が、この巻は「首里ゑとのおもろ御さうし」として集められてい
るにも拘らず、内容的には巻21と殆んど同じ久米島のおもろを集めていて、
地方おもろであること、(3)の歌も奄美大島を中心とする地方おもろであるこ
と、(2)は比較的古い時代のおもろであると考えられることから、ことばの上
でも古いものを含むと言えるからである。
「おもろ」の歌われた時代既に意味を失ない、しかも一時代前に美しく価
値あるものとみなされたもの一 それが柳田国男のいう「宝貝」であったの
だろうか。
14世紀の初頭、密牙古島人が撤里自口(現在のシンガポール)付近まで来て
通商したことが、『元史』に記され、密牙古島は「宮古」であるという5。 何の
交易をしたのか。それ以前の記録では、マルコ・ポーロの『東方見聞録』G
に、カラジャン (雲南省)、 ソロマン (貴州省か ?)、ロカク (タイか?)な
どでは貝貨が使われ、ロカクに子安貝が集められていると記される。雲南で
は比較的後まで貝貨の使われていたことは、李時珍の『本草網目』貝子の條
に、「海把、時珍日、古者貨只為宝亀、用為交易、以二為朋、今独雲南用之、
呼為海把」とあることからも知られる。「海把」あるいは「海肥」「海巴」は、
『華夷訳語』の中の「琉球館訳語」、鳥獣門及び珍宝門に「海妃 鳥セ孫必」
(ウミスピ)とあり、琉球語「うみすび」は、現代方言でも殆んどの地方が
「子安貝」に対し「すび」あるいは「しび」系統の語を使う7ように、「子安
貝」を意味する=。
また一方、琉明貿易を記した史料『歴代宝案』の宣徳9(1435)年の特殊
進貢物表を見ると、「海巴5,86,465箇」が記されている。また、弘治15(15
02)年に成った『大明会典』琉球の條の貢物として、馬・刀・蘇木・硫黄・
海巴など、20種以上の品目が挙げられている9。 つまり、明に対しても、南蛮
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方面にも、沖縄から宝貝が送られていた。その後、琉明貿易の品目には見当
たらないが、17世紀中頃の『遅羅国庵」(退羅に在留の東印度会社商館長ヨー
スト・スホウテンの記したもの)に、マニラ、ポルネオ、レケオ (Lequ∞)
から来る貝銭について記している1°というから、南蛮貿易ではまだ宝貝の交
易が続いていたのかもしれない。
多量の宝貝が明・南蛮に運ばれ、逆に南蛮から「かはら玉」が入り、曲玉
や水晶玉が珍重される。八重山では本土の商人が余り多く持ち込み、25個つ
なぎ一連を米2、 3石で売るなど、暴利を貪ったため、元禄6(1693)年√
かはら玉を儡用することが法度になったという11。女性が身を飾ることを捨
てはしない。かはら玉が禁止されると、略式の植物の実「チダマ」を用いて
頸飾りにした12。八重山の「チーダマ」、宮古の「シダマ」、本島の「スィ
スィダマ」などが、現在の数珠玉に相当する。
たとえば、宮古島狩俣のクイチャーの中に「Lダマ しぎ ナおラフヾ マ
ダマ しぎ マサラバ」(じゅず玉に過ぎるほど稔ったならば、真玉に過ぎ
る程勝ったならば)と、粟や麦の豊作を祈り、池間島の舟漕ぎアーグの中で
も「しダマダキ ナフラバ マダマダキ ナおラバ」(栗が、じゅず玉のよう
に稔ったならば、真玉の如く実ったならば)と、同様に労働の成果を話う1'。
八重山の寿詞の中にも「まい つくり みりば まいぬ の一れ― ち―だ
まぬ なり」(稲作りを見れば米はち―玉の実のように稔れ)と予祝の詞が
みられる1(。
これらは日本の古語「つしたま」の系統の語であろう。『新撰字鏡』に「憲
政子 玉豆志」 「政 玉豆志」とあり、『本草和名』「意政子 (中略)和
名都之太末」、F倭名類衆抄』「蒼政 (中略)和名豆之太萬」、また『古語拾
遺』に厭勝の草として「意子」を置く件に註して「古語以意日都須」と記す。
つまり、「つし」或いは「つす」と呼ばれていたものである。
沖縄本島の「スィスィダマ」も「つしだま」に通じるものであるが、こち
らは比較的早く、本上の「数珠玉」の影響を受け、濁音化した「ズズダマ」
も使われている。琉歌の中では、先の作物の豊作をたとえる同じような歌が
「つしや」をめぐって
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ことし作たるまえや 三ず玉のごとなゆんさめ 我嫁なて来ゆすや 得米
ど抱きゆる
ことし作たる米や すず玉のなりさめ はえの風 おせばにしの あぶし
枕
とある。音の類似と、数珠のように首飾りにしたことによって、名を借用し
やすかったのであろう。
柳田国男は「人とズズダマ」の中で、石垣島川平のマユンガナシの神詞の
一節をとりあげ「いば路に出て追うば 昔シダマのゆんなしゆり 迫ひかな
ひまはさり おりたぼうらりぬ果報で 真世ん神 とうどしさり」、牛馬が
群をなして、狭い細路を追うて行けば、昔シダマを見るように、次々と集
まってくる、そのような豊かな繁殖を願う詞と説く。「昔シダマ」は、同じ川
平部落の神口に「なるぼ―れ―ぬ みいりぼ―れ―ぬ なりたびみしようら
ば やましだまなりぬごとうに みのるもいらし おうりたびみしようり」
(結実の時季になったら山にある数珠玉のような果実となり、稔りなってく
れるように)l`の「山しだま」と対語となり、かつて山の数珠玉以外に、緒
を通し頸の飾りとしたシダマがあったと想定する。それこそ、八重山で「ン
ポーマ、ンブヨー、ンボサ」と牛の鳴声から名づけられた宝貝であったとい
う。
『おもろさうし』の「つしや」を通して、宝貝と数珠玉の結びつきを展開
する柳田の ミ海上の道ミ論に、今一つ示唆的なことをとりあげたい。
事和2(1802)年、松前箱館を出航した順吉丸が、仙台沖から漂流、翌享
和3年台湾東海岸に漂着した。6年後、長時に帰国するまでの船頭文助の談
による記録「願吉丸漂流記」lうと、それをもとに秦貞廉が編纂した「漂流台
湾チヨプラン嶋之記」17が残されている。後者は秦貞廉による脚色も少なか
らずあるだろうが、原本は彩色挿絵を含み、当時の台湾原住民の生活・民俗
を知る資料となる。
文助らが漂着し約五年間生活した「チヨプラン」は、台湾東海岸に居住す
るアミ族の村、現在の花連県豊浜郷港口村である。そこでの生活を記録した
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中に、産業の一つとして「チャーガラ」の製作を挙げている。これは「コッ
ケ」という貝を火にあぶって小さく切り、ろくろ錐で穴をあけ、糸に通し、
砥ですって丸く念珠のようにすると記している。「チャーガラ」は、山に住む
「チョー ガヮ」(Tsagaw タイヤル族)や「イワタニ」(IWatan ブヌン族)
と交易して、一筋が布四尺ほどになるという。「チャーガラ」製作の挿絵があ
り、貝を穿ち、緒に通し、砥でする三人の女が描かれている。絵にある貝は
やや大きめの巻貝を思わせるが、その名「コッケ」は、海岸近くに居住する
アミ族が、宝貝に対して呼ぶ kakokeであろう。また首飾は現在一般に
tsagmと呼ばれている‐。古老達が記憶するところでも、首飾は、金属製の
ものや、動物の骨を使ったものであったというし、『蕃族調査報告書』でも、
稲瑞・南京玉・ガラス玉をあげ、古くからのものとして貝で作られた首飾を
記録している'3.恐らく加工された貝は、宝貝よりも大きな夜光貝のような
ものであったろう。
海に面しない山に生活するサイセット族も最も貴重なものとして小粒貝製
の首節 (ケーラン)を挙げ、タイヤル族も「古代二於テ支那人又ハ他ノ種族
ヨリ輸入セシモノ」という螺製小粒 (カハ)が記録されている。アミ族の南
に居住するパイワン族には「カリパ」と呼ばれる貝製の装飾品が記されてい
るが、そこに「古代本族二於テ貨幣 トンテ用ヰタルモノナリ」とあって20、
雲南の貝貨 (海巴)を思わせる。
以上のような台湾原住民と貝のつながりは広く見られるが、一方、首飾に
される数珠玉についても次のような記録がある。サイセット族は祭礼の時首
飾にし、また玩具としても用いた。以前は稲米とまぜ食用にしたとも言う。
タイヤル族も食用にし、頸にかけた21。ッオウ族の固有の首飾は、赤い木豆
か政在 (数珠玉)で作ったもの、また北部のアミ族は、昔は貝と豆との首飾
だけであったと報告されている22.具体的なことは不明であるが、恐らくこ
れも数珠玉であろう。但し、アミ族章蘭のように、数珠玉を節物にするのは
パイシン (禁忌)であるとする所もある25。台湾本島東南にある蘭嶼に居住
するヤミ族も、オーム員の耳飾、金属、南京玉、ガラス玉の首節をしている
が、数珠玉も首飾にするという24.
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首節の好まれる南の島々の間で、宝貝と数珠玉が相互に関連をもつことは
充分考えられる。それぞれの分布をみると、数珠玉は、南中国、ベ トナム、
タイ、ビルマ、インドネシアからインド、アッサムに及んでいるというわ。
一方、柳田の「宝貝のこと」に付載されたジャクソンの宝貝の産地分布図に
よれば、南海における分布は大体数珠玉と一致している。また、小さいハナ
ビラダカラ (CYPRAEA anulus)は、その形、色ともに数珠玉と非常によく
似ていて、関連を匂わせる。
「つしや」というただ一つの語からひきだされる問題は大きく広い。
沖縄において、宝貝や数珠玉が首節としてどの程度用いられてきたのか、
また「つしや」という語が忘れられた経緯、シーダマ (チーダマ)、 ツシダ
マ、スピ (ツビ)などの語の関連など、今後一つ一つ解いていきたいと思う。
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14_宮良当社「琉球文学選」『全集』第18巻
15.喜舎場永駒『入重山古謡』1970年、沖縄タイムス社
16.磯 千秋「翻刻 内閣文庫蔵 願吉丸漂流記」『古奥と民俗』別巻1号、
1979年
17.山中樵翻刻「漂流台湾チヨプラン嶋之記」『台湾愛書』第12輯、1940年
18.1"8年 花蓮県豊浜郷豊浜村での聞き取りによる。
19.『蕃族調査報告書』阿眉族、花蓮港庁あみす族、1913年
20.註19、紗績族、1917年、たいやる族1915年、ばいわぬ族1922年
21.古野清人「原始文化の探求」『古野清人著作集』第4巻、1972年、三一書
房
22. 言主19、 20
23.註21
24.Юη年、台東県蘭嶼郷紅頭村での聞き取りによる。
る.註21
その他の参考文献
伊波普獣『おもろさうし選釈』1924年、石塚書店
仲原善忠『おもろ評釈』、『沖縄文化論叢』1970年、法政大学出版局
鳥越憲三郎『おもろさうし全釈』19田年、清文堂
仲原善忠・外間守善『校本 おもろさうし』19“年、角川書店
仲原善忠・外間守善『おもろさうし 辞典 総索引』1967年、角川書店
柳田国男 「宝員のこと」「人とズズダマ」『海上の道』1%7年、筑摩書房
伊波普獣 『をなり神の島』1973年、平凡社
(本学非常勤講師)
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豊 穣 と 混 沌
平 岡 照 明
But if Physicions be angry, that I haue written physicke in
englishe, Iet them remember that the grekes wrate in greke, the
Romains in latin, Auicenna, and the other in Arabike. which were
their own proper and maternall tongues. 
-Elyot-
遠きギリシャの哲人ヘラクレイトスは `panta rhei'の世界観を説き (プ
ラトンは 'panta khoreikal ouden monoi'「全てのものは進み何物も止まら
ず」と修正した)万物が絶えず変化して止まない事を力説した。
苛酷で非情な「運命」の暴威の前に為すがままに生き、落然、漂零する古
代アングロ・サクソン時代のイングランド居住者は古詩でその定めなきはか
なさを容嵯した。。彼等の心奥に不変に宿るのは「定めなし」という無常観で
あった。伝統的に彼等が追求して止まなかったものは「不変」という理念で、
中世は綺しく「不変」が確立した安寧秩序の世界だった。
ところが16世紀になってイギリスはそれまで連守してきた天理・常典が一
転し、表層的には 'alienation',`antagonism'.`disturbance',Ъtrigue',の逆巻
く`chaos'となったが、これはむしろ`a brave neW WOFld'を産み出すための
`gesta"on timc'であったといえよう。
後発国イングランドにとって最大の急務は粗野で野卑な母語を洗練された
literary language'に飛翔させる事であった。ルネッサンスが齋らした「新学
問」(New Learning)を導入・紹介するにあたって最大の弱点は語彙不足で
ある。確かに15世紀末葉のW Caxtonによる印刷機によって「綴字法」を中
心に可なり整備されたが語彙は極度に少なく、新時代を迎えるには不適切
-56-
だった。詩聖 Edmund S"nserの師で当代随一の鴻儒 Merchant Taylor's
Sch∞1の校長 ヽchard Mulcaster(15∞?-161 )が
But why nOt all in Eng1lsh, a tung Of it self both dcpe in conceit
and fFank in deliVerie'I dO nOt tllink that ani languagC, be it What―
soever, is better able to utter au arguments.either,with nlore pith,or
greater planes,F, thcn Our En31おh tu g iS,if the English uttcrer be
as sk」fuu in tile rllatter, wihich he is to utter: as the roren utterer
is■と豪語 し、 さらに 1 loVe Romc,but London better,l favor ltalic,
mOre,I hOnOr the Latin,but l wOrship the Eng?sh.と断じるこの極陳
は決して実態を見誤った虚託ではないにしても、絶対的な説得力を持ったも
のでない事は容易に理解される。英語はイングランドの地を離れると全く理
解されなヽヽ `minor language'であった。規範となる典拠を持たず、常に変
化する英語には未来がなく、将来を託す事が出来ないので Thom^More,
Francis B¨oF等は久遠の生命を持つと信じられていたラテン語で著した。
進取の精神に富み大望心を持った当代の識者は競って`major language'ヘ
の志向を強く持ち、その実現はたとえ鵬程と雖もやりぬかんという不退転の
意思を多くの `humanists'の言説の中に明確に読み取る事が出来る。その為
に彼等は意欲的に古典語の翻訳を行ない、母語の語彙の拡充と知識の普及化
を図ろうとしたのである。おりから台頭してきた中産階級は特に文化語の欠
如を痛感した。かくして母語の議彙拡張をめぐって様々な (通例三派)視点
から百有余年にわたって激論が交わされることになる。
(1)新語推進者 (The NeologiZCFS)
外来語の積極的採用を主張する。この運動の中心人物は人文主義者
Thomas El,t(14"-154のは
The wordes publike and coin:nune are borowed of the latin tonge for
the insufficient of our owne langage.
と主張しさらに「紳士の子弟には由緒ある正しいラテン語 (古典ラテン語)
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を教育すること」を奨めている。彼は「新語」の定義には苦労し一、二語で
の説明もみられるが、ときには数行からなる敷術的釈解をしている場合もあ
る。。
e・3・
C●2S“ι
'4`j02  ThiS thinge that iS Caued COnSultatiOn iS the generall
den(,mination of the acte wherein inen do deuise to
getheF& reaSOn What iS tO be dOne.
″4′a"ッ    whiche s the houe pr。メ)rci n and flgure of noble astate
and is proprelie a beautie Or cOmelynesse in his cOunten‐
anCe/′&geSture apt tO h｀d18nite//and accomm∝late
to time/phce/&com“ny:whiche meむthe mnne
dOth his beames//sO doth it caste on the beholders and
berers a pleasaunt& ternble reuerence.
此等の疎解は著者の街学的快悦や心情を顕わすものではなく万庶を神益す
るためのものであった。 OEDによれば α"″,滋″,(,■ "り
“
ο,¢′:a,
ノ減
“
″″,'″′α
"ο
7'比)'S,″″ S´'y,あノ"ε
α′,″r""は彼がラテン語、ギ
リシャ語から初めて借用したと記されている。此等の語を使用する時には平
易な同義語や説明文と併用している。
e.g.
●
"=″
3●′′Or gッ
“
′εO“′ag′
`00′
ゐarS
,`rSISt a2′εοl口′:′:“′0
彼は外来語の語義を解議・説明にあたって、本来語との精確・徴細な区分
が語彙拡張では不可欠であると言う。 MatuFityに関する彼の所思を紹介す
ると、 matureが人間の行為を述べ、比喩的意味を表わすのに対して ,pe,
Ю
“
yは字義通り果物に用いる。細密に語義を峻別する事によって目的に
適った語を摘出し思念を明確に表わす事ができる。
次に記す語は現代社会では不可欠で、ともすると外来語という意識は伴わ
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ない程馴れ親しんでいるものである。
absurdity, acceptance, analogy, circus, contradictory. exhaust, exit,
explain.flctlon.gcnius,imitate,lrritate,modesty,mu゛:um.Puntan
Ceorge Puttenham(c.1520-c.1601)はこのようなラテン語からの借用
語を非難 して 'inkehorne termes'と呼んだ。 シェイクスピアは ι∝プs
Lαあ
“
″'s Lοs`に登場する衡学者ぶった H01ofernesの口を通 じて、節度を
失った熟狂的なラテン語用法を椰捻している。然し万民の話し言葉の担い手
であり、また創造者でもある彼をして深微で錯綜した思惟を適切に表現する
ためにはこの異国の文明語を多く使用しなければならなかったt
彼等のこのような古典偏重は単なる文明への焦燥感からだけではなく国民
的感情の勃興も伴っていたのである。 El,1をはじめこの派に属する人たち
はラテン語を中心とした外来語に心奪われたのではなく、常に母語を注視し
ながらその足らぎる所を補い、洗練された `eloquence'な言語への昇率を期
していたのである。
(2)言語純粋論者 (PuristS)
語彙が不十分である事を認識し、既存語彙を複合語化、接辞化、品詞の転
用、意味領域の拡大等によって拡充させようと言うのがこの派の主張の要諦
である。総 じて借用語は意味の透明度が低いのに対し、母語は自明である。
当代随一の古典語学者の John Cheke(1514-y)は
I am of this opinion that our own tung shold be written cleane and
pure, vnmixt and vnmangled with borowing of other tunges, wherein if
we take not heed bi tijm, euer borowing and neuet payenS, she shall be
fain to keep her house as bankrupt. For then doth our tung naturallie and
praisablie vtter her meaning, whan she bourosreth no conterleitness oI
othe! tunges to attire her self withall, but vseth plainlie her own with
such shift, as nature, craft, experiens and folowing of other excellent doth
lead her vnto.o
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と所思を述べ借用語の導入に反対する立場を取った。然しこの派の人は比
較的弾力的で穏健な主張をし、ある程度の借用は認めたうえで、その乱用や
誤用を厳に禁 じた。それは母語が借用語と混合することで純粋性が害なわれ
る事を強く危惧 したからである。一方強硬論者の雄 Thomas Wilson(1525-
31)は
Some seeks so far for outlandish Enalish, that they forset altosether
their mothers tongue. Aod I dare sweare this, if some ol their mothers
were aliue, thei were not able to tell rr.hat they say: ..'The vnlearned or
foodish phantasticall, that smells but of learning (such fellowes as haue
seen learned men in their daies) wil so l-atin their tongues, that the
simple can not but wonder at their talke, and thinke surely they speake
by some reuelation- I know them that thinke Rhetorique to stande wholie
vpon darke wordes, and hee that can catche an ynke terme by the taole,
him they coumpt to be a fine Englishman, and a good Rhetorician.o
と述懐し「借用語」は街学的として激しく非難した。彼の「マタイ伝」の翻
訳の中にはラテン語から派生した語を避けるために hundreder(んy.では
CenturiOn)、  biWOrdeS(parableS), fOFe"yer(prophet), uprising あ る い は
gainriSing(reSurreCtiOn),CrOSed(Cr∝i“ed)とい っ た 新 造 語 を 用 い て 自 説 を
実践している事は要緊である。また rルス″οοノRθ‐ο
",″セ
晟ιy′″冽″,
V″ε″ル (1573)なる論理学の本を著した Rュlph Leverは既存の母語の2語
を合成 して複合語を創った。その中には endmy(L.conc:面o), aysay
(L.negatio),yeasay(L.a“rmatiO)等容易に理解される語がある。
その心奥にナショナリズムを秘めながら只管母語の地位向上を志向したこ
の運動も歴史の流れには逆えず17世紀いっばいで華やかな活動は終焉を告げ
るのである。
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③ 古語推奨者 (Aにhaizers)
所謂 ■nkehorne termes"の援用に強固に反対し、廃語もしくは地域方言の
復活を唱導する。従って「言語純粋論者」と幾分か共通核が認められる。詩
聖 Edmund Spen"r(c.1522-")はこの運動の代表者で、珠 【の牧歌詩
rルsルク励 認躊 Caル"ル″(1579)の初め (Cabnel Harveyに差
し出し
た)献呈尺贖に一番良く言い表わされている。然 しこの書簡を書いたのは
E.K.0という友人といわれており、 S"nserの用語 (選択)は|:着の英語の
言葉によるものであると指摘している。
But il any will rashly blame such his purpose in choyse oI old and
vnwonted words, him may I more iustly blame and condemne' or of
witlesse headilesse in iudging, or of heedelesse hardinesse in condemning
for ltot marking the compasse o[ hys bent, he wil iudge of the length of
his cast. For in my opinion it is one special prayse, of many whych are
dew to this Poete, that he hath laboured to restore, as to theyr riShtfull
heritage such good and naturall English words, as haue ben long time out
of vse and almost cleane disherited. Which is the onley cause, that our
Mother tonge, which truely oI it sell is both Iul enough for prose and
stately enough for verse, hath long time ben counted most bare and
barenin oI both. Which delault when as some endeuoured to salue and
recure, they patched vp the holes with peces and rags of other
languages, borrowing here of the french, there of the Italian, euery where
of the Latine, not weighing how il, those tongues accorde with
themselues, but much worse with ours: So now they haue made our
English tongue, a gallimaufray or hodgepodge of al other speches.r
Spenserこそ英語の伝統を継承する正統な嫡子であり、母語は韻文、散文
の何れにも十分役立ち、堂々としているのにフランス語、イタリア語、はて
はラテン語まで借りて、縁なき他国の言葉の切れ端で穴を塞いで、英語は今
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や他の国の言葉の寄せ集めになったと嘆 じている。然しE.K.は「古語」を随
このような種々の思量を持った識者が互いに論陣をはって自説の有利性と
妥当性を主張しあい、夫々の長所を摂取して英語は僅か150年程で語彙を倍
増させる程の内的充実を図ったのである。一見他言語が混在し無秩序にみえ
る英語は実は内において揺るぎない充実に向けての第一歩を踏みだそうとし
ていたのである。 Mulcasterの言うlibertlc'と`fredom'の名に相応しく英
語にはラテン語に勝る宝物が蔵されているのである。
C.Carver''はイングランドでは1640年頃までに、既に2万冊以上の英語作
品が存在していたと指摘しているが、これは驚嘆すべきことであり、我々の
想像も及ばぬはど英国が高い知的・文化的潜在力を秘めていた事を示すもの
であるが、その源泉・原動力となっているのは言うでもなく語彙の豊穣さで
ある。
いま一つ語彙の問題を論じるうえで検討すべきは複合語と混成語である。
英語は早い時期からギリシャ語、ラテン語、フランス語等から数多くの接辞
を摂 りいれて来たが、殊に初期近代英語の時期 (ルネッサンス)は積極的
だった。 Arthur Goldingを初め多くの文人が現代英語に数多く残存する必
須の語彙を創造したがこれに付いては稿を改めて論じることにする。
Notes
(1)3ω:〃力!∫,ι
`1004-8,V:♭
壺力′〃135-7.WZ"ル′ο′,ιι 99-lo9を参,照、。
(O Frsι Pa″ο∫′′′Eル″″
"`α
″θ,s.s.Hussey,Longman(1982),p.11
(3)Moreのυ′οク:●(1516)は実に興味を唆る出版過程を示している。まず15
16年にラテン語訳、1524年に ドイツ語訳、1548年にイタリア語訳、1550
年にフランス語訳、そして英語訳が出たのは死後の1551年のことである。
他に Wi‖iam Cilbe■(1540-1603)のDo ν烈卿
"′
,Winiam Harvey(1
578-1657)のE″″ε
=′` `:0ス
a2′0″:ca浅,νO′●C″′Is″Sa疑
“
:2:S
'″
スが″″ケぉ 等がある。
(4) C.M Mluward,スBわ″●,力yο′ ′′′ E,:gιお力 ια2g,‐g´ (Holt,
Rinehart and Winstow 1989),p.198
(5)Charles BartFr,Earιy″認″π E,:glsね(Andre Deut“h,1976),p.79
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O Ⅳ_ I.3-9でHdofernesはラテン語を混じえた同意語を並び立ててい
るし、V.i.1針27ではラテン借用語の綴り方に誤りがよく見られると
のコメントがある。
(7)Rおhard,F.Jones,TルT″
“"Pね
οノ′ E,:gIS力ια"解
″g′(Stanford
Un?.Pr.1966).p.102
(8)Miuward pp.198-9
⑨ 武庫川女子大学言語文化研究所年報 (第3号)所収の拙論を参照。
oo  J.C. Smih and E. Pe Slincourt, 7・力θ F'α″ぉ οノ S″2Sa・(OXfOrd,
Umiv,Pr.1965),p_417
αD Cratt M.Carver,ス″=s,οァッο∫Ezg`,s力:7′`s Oω
a W(7`ム,(Harlrr
COuns,1991),p.86
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中世古文書に於ける「給」「致」について
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